
近
世
初
期
に
お
け
る
宗
門
改
帳
の
記
載
様
式

美
濃
国
安
八
郡
楡
俣
村
の
事
例

森

本

一

彦

近世初期における宗門改帳の記載様式

一

は
じ

め
に

し
ゆ
う
も
ん
あ
ら
た
め
ち
よ
う

近
世

の
家
族

・
親
族
研
究

は
、
宗
門

改

帳
を
中
心
資
料
と
し
て
お
こ
な
わ

れ
て
き
た
。
し
か
し
、
神
谷
智
が

「宗
門
改
帳
自
体

の
記
載
様
式
に
つ
い
て
は
、

実
証
的

(史
料
科
学
的
)
に
十
分
に
明
ら
か

に
な

っ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
」

(神
谷

一
九
九
六

二

七
頁
)
と
述
べ
る
よ
う
に
、
資
料
検
討
が
不
十
分

で

あ
る
こ
と
は
否
め
な

い
。
大
石
慎
三
郎

の
論

文

(大
石

一
九
五
九
)
以
降
、

歴
史
学

に
お
け
る
宗
門
改
帳
に
対
す
る
資
料
評
価
が
低
下
し
、
そ
の
結
果
と
し

て
資
料
検
討
が
積
極
的

に
な
さ
れ
な
く
な

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
歴
史

的
資
料

に
限
ら
ず
、

い
か
な
る
資
料
も
限
界

は
あ
る
。
正
岡
寛
司

・
藤
見
純

子

・
嶋
崎
尚
子
は

「残
念
な
こ
と
に
、
こ
れ

ま
で
の
と
こ
ろ
こ
の
貴
重
な
資
料

は
、

い
く

つ
か
の
制
約

の
た
め
に
き
わ
め
て
限
定
さ
れ
た
形
で
し
か
利
用
さ
れ

て
お
ら
ず
、
そ

の
価
値
が
十
分
に
引
き
出
さ
れ
て
い
な
い
」
(正
岡

・
藤
見

.
嶋

崎

一
九
九
六

七

一
頁
)
と
述

べ
る
。
こ
の
よ
う
な
評
価

の
あ

る

一
方

で
、

宗
門
改
帳

の
利
用
に
対
し
て
は
、
依
然
と
し
て
禁
欲
的
態
度
が
強

い
と
言
わ
ね

ぽ
な
ら
な
い
。

本
稿
で
は
、
宗
門
改
帳

の
資
料
検
討
を
通
し
て
、
そ
の
可
能
性
を
提
示
す
る

こ
と
を
試
み
る
。
こ
の
よ
う
な
資
料
検
討
に
お
い
て
は
、
日
本
全
体
を
対
象
と

　
ユ

　

す
る
視
点
と
地
域
を
限
定
す
る
視
点
と
が
必
要

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

つ
ま
り
、

宗
門
改
帳
は
幕
府

の
命
令

に
よ

っ
て
全
国
的
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
比
較
は
キ
リ
シ
タ
ソ
弾
圧
や
幕
藩
体
制
を
考
え
る
上
に
も
重
要
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
れ

に
対

し
て
、
地
域
を
限
定
し
た
分
析
は
宗
門
改
帳

の
展
開

を
考
え
る
に
は
不
可
欠
な
作
業
で
あ
る
。
宗
門
改
帳
の
役
割
や
支
配

の
あ
り
方

を
明
ら
か
に
す
る
手
掛
か
り
と
な
り
得
る
と
思
わ
れ
る
。
前
者

の
マ
ク

ロ
な
視

点
に
関

し
て
は
、
拙
稿

(森
本

二
〇
〇

一
)
に
お
い
て
若
干
の
考
察
を
試

み

た
。
本
稿

で
は
後
者

の
、・・
ク
p
な
視
点
に
立

っ
て
考
察
を
お
こ
な
う
こ
と
と
す
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る

。

二

先
行
研
究

宗
門
改
帳
に
関
す
る
研
究
は
、
歴
史
学

・
社
会
学

・
歴
史
人
口
学
な
ど
の
分

野
か
ら
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
歴
史
学

の
研
究
は
、
記
載
が
複
合
家
族

か
ら
直

系
家
族

に
変
化
す
る
こ
と
に
注
目
し
て
、
そ
れ
を
小
農
自
立
に
よ
る
も
の
と
考

　
　

　

え
た
。

つ
ま
り
、
社
会
経
済
史

に
お
い
て
農

業
経
営

の
分
析

に
使
用
さ
れ
た
。

　
ヨ

　

社
会
学

お
い
て
は
家

・
同
族
研
究

の
分
析
資

料
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。
ま
た
、

速
水
融
を
中
心
と
す
る
歴
史
人

口
学
は
、
多

く
の
業
績
を
発
表
し
、
近
世
社
会

　
る

　

理
解

の
基
礎
的
な
知
見
を
提
示
し
て
い
る
。

以
上
の
研
究

は
、
主
に
宗
門
改
帳

か
ら
近
世
の
実
態
を
復
元
し
よ
う
と
す
る
試

み
で
あ

っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
資
料
と
し
て
の
宗
門
改
帳

に
対
す
る
分
析
も
お
こ
な
わ
れ

て
い
る
。

つ
ま
り
、
宗
門
改
帳

の
記
載
は
い
か
な
る
も

の
で
あ
る
の
か
と
い
う

問

い
か
け
で
あ
る
。
大
石
慎
三
郎

は
宗
門
人
別
帳
の
資
料
的
限
界
に
言
及
し
、

「
近
世
的
小
農

の
成
立
展
開
を
検
証
す
る
方

法
と
し
て
、
こ
の

『宗
門
改
帳
』

の
記
載
様
式
が
、
複
合
家
族
的
構
成

か
ら

一
戸

一
戸
を
独
立
し
た
形

に
記
載
す

る
単
婚
家
族
構
成

へ
移
行
す
る
時
期
を
捉
え

て
、
初
期
本
百
姓
の
解
体

に
よ
る

近
世
的
小
農

の
展
開

の
時
期
と

い
う
評
価

を
与
え
て
い
る
こ
と
」
(大
石

一

九
七
六

三

一
〇
頁
)
に
対
し
て
批
判
を
お

こ
な

っ
た
。
中
村
吉
治
は
検
地
帳

の
記
載
単
位
と
宗
門
改
帳

の
記
載
単
位

の
ズ

レ
に
注
目
し
、
「検
地
帳
は
検
地

条
令
そ
の
ほ
か
に
よ

っ
て
、
上

に
の
べ
た
よ
う
な
作
人
名
を
あ
げ
、
宗
門
改
帳

は
ま
た
宗
門
改

の
制
度

に
あ
わ
せ
て
、

つ
じ

つ
ま
を
あ
わ
せ
た
も

の
で
あ
ろ

う
」

(中
村

一
九
五
九

一
八
四
頁
)
と
述

べ
て
い
る
。

一
方
、
関
山
直
太
郎

は
宗
門
人
別
帳

の
問
題
点
を
指
摘
し
た
上
で
、
「宗
門
人
別
帳
が
、
徳
川
時
代

の
人

口
状
態
を
察
知
す
る
た
め
に
最
も
信
頼
す
べ
き
貴
重
な
基
礎
資
料

で
あ
る

こ
と
に
は
か
わ
り
は
な
い
」
(関
山

一
九
五
八

五
九
頁
)
と
述
べ
て
い
る
。

大
石
論
文
の
初
出
は

一
九
五
九
年

で
あ
り
、
三
論
文
は
近
世
家
族
が
議
論
さ
れ

た
時
期

に
発
表
さ
れ
て
お
り
、
宗
門
改
帳

の
資
料
的
価
値
が
問
題
と
さ
れ
た
の

で
あ
る
。

松
浦
昭

(松
浦

二
〇
〇
〇
)
は
宗
門
改
帳

に
関
す
る
研
究
を
検
討
し

つ
つ
、

宗
門
改
帳
と
照
合
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
そ
の
本
質
的
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
目
指

し
て
い
る
。
松
浦
は
、
①
人
的
移
動

へ
の
警
戒
、
②
戸
籍
簿
と
し
て

の
機
能
、
③
付
随
的
役
割
、
④
宗
教
統
制

の
四
点
に
つ
い
て
問
題
点
を
指
摘
し

て
い
る
。
そ
し
て
、
従
来
主
張
さ
れ
て
い
た
人
別
帳
と
宗
門
改
帳
と
い
う
別
系

統
が
次
第

に
融
合

・
混
同
さ
れ
て
宗
門
人
別
帳
と
な
る
と
い
う
通
説

に
対
し
て
、

両
者
を
別
系
統

の
も
の
と
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
。
そ
し
て
、
宗
門
改
め
の
目

的
は
宗
教
統
制
で
あ

っ
た
と
し
て
い
る

(松
浦

二
〇
〇
〇

=

頁
)。

高
木
正
朗

(高
木

二
〇
〇

一
)
は
仙
台
藩

に
残
さ
れ
た
人
数
改
帳

に
関

し

て
考
察
を
お
こ
な

っ
て
い
る
。
人
数
改
帳
が
領
国
経
営

に
不
可
欠
な
基
本
調
査

で
あ
り
、
人
頭

・
人
数
の
把
握
と
土
地
保
有
高

の
把
握
を
目
的
と
し
た
も
の
で

あ

っ
た
と
し
て
、
仙
台
藩
に
お
い
て
は

一
貫
し
て
人
別
改
帳

の
性
格
を
保
持
し

て
い
た
と
し
て
い
る

(高
木

二
〇
〇

一

三
四
頁
)。
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近世初期における宗門改帳の記載様式

正
岡
寛
司

・
藤
見
純
子

・
嶋
崎
尚
子

(正
岡

・
藤
見

・
嶋
嫡

一
九
九
六
)
は
、

理
論
的

パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
と
方
法
の
提
示

を
め
ざ
し
た
が
、
そ

の
前
提
と
し

て
宗
門
改
帳
の
資
料
的
な
性
格

に
つ
い
て
言

及
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
宗
門

改
帳
が
行
政
資
料
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
必
要
性
を
強
調
す
る
と
と
も
に
、

天
領
で
あ

っ
た
甲
州
西
郡
筋
西
南
湖
村
の
表
書

の
変
遷
と
記
載
様
式

に
関
す
る

考
察
を
お
こ
な

っ
て
い
る
。
表
書

に
つ
い
て
は
宝
永
六
年

(
一
七
〇
九
)
か
ら

き
り
し

た
ん
せ
ん
さ
く

「
切
支
丹
穿
鑿
」

の
文
字
が
消
え
て

「宗
門
改
帳
」
あ

る
い
は

「宗
旨
改
帳
」

と
な
り
、
安
永
九
年

(
一
七
八
○
)
か
ら

「
人
別
帳
」
と
い
う
記
載
が

み
ら
れ

る
と
し
て
い
る
。
記
載
内
容

に
つ
い
て
は
、
寛
文

一
〇
年
ま
で
の
世
帯
や
世
帯

員

の
記
載
が
不
完
全
で
あ
り
、
特

に
五
歳
未

満
の
子
供

の
記
載
が
ほ
と
ん
ど
な

い
と
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
記
載
内
容
は
よ
り
詳
細
に
な

っ
て
い
っ
た
こ
と
を

指
摘
し
て
い
る

(正
岡

・
藤
見

・
嶋
暗

一
九
九
六

七
四
-
八
○
頁
)。

神
谷
智
は
、
尾
張
藩
を
対
象
と
し
て

「
『
人
的
移
動
』

へ
の
警
戒
11

『人
的

移
動
』

の
把
握
と
い
う
観
点
か
ら
、
主
と
し

て
宗
門
改
帳

の
様
式
と
…機
能
を
中

心

に
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
改
め
て

『キ

リ
シ
タ
ン
の
脅
威
』

の
存
在
の
有

無
と
宗
門
改
帳

の
歴
史
的
性
格

の
変
化
を
考

え
る
」

(神
谷

一
九
九
六

=

七
ー

一
一
八
頁
)
こ
と
を
目
的
と
し
て
研
究

を
進
め
て
い
る
。
宗
門
改
関
係
帳

簿
は

一
七
世
紀
後
期
の
寛
文
期
か
ら
元
禄
期

に
か
け
て
詳
細
に
書
か
れ
た
が
、

一
八
世
紀
前
期

に
は
詳
細
さ
を
欠
き
、
奉
公
人
移
動

に
関
す
る
把
握
が
不
十
分

で
あ

っ
た
と
し
て
い
る
。
そ
れ
が

一
八
世
紀
中
期
か
ら

一
九
世
紀

に
か
け
て
よ

り

一
層
正
確
さ
を
求
め
ら
れ
た
と
し
て
い
る

(神
谷

一
九
九
六

一
三
七
ー

一

三
八
頁
)。
尾
張
藩
に
お
け
る
人
的
移
動
を
指
標
と
し
て
宗
門
改
帳

の
…機
能

の

歴
史
的
変
遷
を
示
し
た
。

東
昇

(東

一
九
九
七
)
は
二
つ
の
視
点

か
ら
岡
山
藩

の
事
例
を
分
析

し
た
。

一
点
目
は
、
宗
門
改
帳

の
様
式

の
変
遷
に
つ
い
て
で
あ
る
。
岡
山
藩

に
お
け
る

宗
門
改
帳

は
表
題
か
ら
七
期
に
分
け
る
こ
と
が

で
き
、
政
策

・
作
成
方
法
の
変

遷
と
対
応

し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
二
点
目
は
、
印
判
と
紙
と
い
う

宗
門
改
帳

に
は
不
可
欠
な

モ
ノ
に
対
す
る
考
察

で
あ
る
。

つ
ま
り
、
初
期
の
宗

門
改
帳

は
印
判
と
花
押
が
併
用
さ
れ
て
お
り
、
二
、
三
年
後

に
は
印
判
に
統

一

さ
れ
る
と
い
う
興
味
深
い
事
実
を
指
摘
し
て
い
る
。
宗
門
改
帳
の
作
成
と
と
も

に
印
判
が
普
及
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
し
て
い
る
。
ま
た
、
宗
門
改
帳
の

作
成

の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
紙

の
負
担
を
減
ら
す
た
め
に
竪
帳
か
ら
横
帳

へ
と

変
化
し
た
と
し
て
い
る

(東

一
九
九
七

七
頁
)
。
二
点
目
に
関
す
る
分
析
は
、

宗
門
改
帳
と
民
衆
文
化
を
考
え
る
上
に
お
い
て
非
常

に
刺
激
的
で
あ
り
、
さ
ら

に
発
展
さ
れ
る
べ
き
問
題
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

川

口
洋

(川
口

一
九
九
〇
)
は
宗
門
改
人
別
家
別
帳

の
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
化

を
示
し
、
目
的
と
し
て
、
奥
会
津
地
域

の
三

ヶ
村

の
資
料
検
討
を
お
こ
な

っ
て

い
る
。
川
口
は
竈
数
が
家
数
よ
り
多

い
第

一
期
と
竈
数
が
家
数
と
ほ
ぼ
等
し
く

な
る
第
二
期
に
分
か
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
第

一
期
で
は
竈
数
が
現
住

世
帯
数
を
示
し
、
家
数
が
集
落

に
存
在
す
る
住
居
数
を
示
し
て
い
る
の
に
対
し

て
、
第
二
期
で
は
竈
数

・
家
数
と
も
に
集
落
に
存
在
す
る
住
居
数
を
示
し
て
い

る
と
し
て
い
る

(川
口

一
九
九
〇

二
〇
頁
)。
時
期

に
よ

っ
て
記
載
方
針
が
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異
な

っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

平
井
晶
子

(平
井

一
九
九
六
.
一
九
九
八
)
は
宗
門
改
帳

の
記
載
様
式

の
比

較

か
ら
そ
こ

に

「記
載
さ

れ
た
家
族
」
を

読

み
と
ろ
う

と
し
た
。

つ
ま

り

「
『ど
う
記
載
さ
れ
て
い
た
の
か
」
を
分
析
し
、
そ
れ
を
も
と
に
家
族
観
を
再
構

成
し
よ
う
と
す
る
点

に
あ

る
。
近
世

の
人
々

の
手

に
よ
る
資
料

の
、
ま
さ
に

『記
載
さ
れ
た
家
族
』

の
分
析
と
い
う
新
た
な
手
法
を
用

い
て
、
彼
ら
の
家
族

へ
の

『ま
な
ざ

し
』
、
彼
ら
の
抱

い
て
い
た
家
族
観
を
読

み
」
(平
井

一
九
九

八

一
八
四
頁
)
と
る
こ
と
を
め
ざ
し
た
。
平

井
は

一
八
世
紀
後
半
か
ら
宗
門

人
別
改
帳
の
記
載
が
戸
主
を
中
心
と
し
た
も

の
に
変

っ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い

る

(平
井

一
九
九
八

一
九
四
頁
)。
平
井

の
研
究
は
独
創
的
な

ア
プ

ロ
ー
チ

で
あ
る
。

本
稿

に
お
い
て
も
、

こ
れ
ら
の
研
究
を
踏

ま
え
て
考
察
を
進

め
て
い
く
こ
と

と
す
る
。
本
稿
は
、
前
述
の
通
り
対
象
地
域

を
限
定
す
る
ミ
ク
ロ
の
視
点

に
立

　
ら

　

つ
研
究

で
あ
り
、
美
濃
国
安
八
郡
楡
俣
村
を
研
究
対
象
地
と
す
る
。

三

楡
俣
村
の
概
況

楡
俣
村
は
、
現
在
岐
阜
県
安
八
郡
輪
之
内
町

に
属
す
る
。
集
落
は
、
福
束
輪

中
に
位
置
し
て
い
る
。
福
束
輪
中
は
、
長
良
川

・
伊
尾
川

・
大
榑
川

・
中
村
川

に
囲
ま
れ
て
い
る
。
楡
俣
村
は
輪
中
集
落
で
水
田
地
帯
で
あ
る
が
、
丸
山
幸
太

郎
に
よ
れ
ば

「水
田
率

は
、
楡
俣
村

で
は
慶
安
二
年
五
四
%

・
天
保
九
年
五
九

%
」
(丸
山

一
九
八
二

六
三
頁
)
で
あ

っ
た
。

関

ヶ
原
の
戦

い
ま
で
は
福
東
城
主
丸
毛
氏

に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
、
そ
の
後
徳

永
左
馬
助
支
配
、
旗
本
加
藤
平
内
預
か
り
を
経

て
、
元
和
年
中
に
幕
府
直
轄
地

と
し
て
美
濃
国
奉
行
岡
田
将
監
善
同

の
支
配
を
受
け
る
。
善
同

の
後
を
継
い
だ

子
善
政
は
万
治
三
年

(
一
六
六
〇
)
に
勘
定
頭
と
な

っ
て
、

こ
の
地
を
離
れ
る
。

そ
の
後
も
幕
府
直
轄
地
と
し
て
美
濃
代
官

の
支
配
を
受
け
、
宝
暦

一
三
年

(
一

七
六
三
)
に
大
垣
藩
預
か
り
と
な

っ
た
。
近
世

の
楡
俣
村
は
、
西
条
村

・
十
連

坊
を
枝
村
と
し
、
村
高
も
合
算
し
た
も

の
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
楡

俣
村

・
西
条
村
に
は
そ
れ
ぞ
れ
に
庄
屋
が
お
り
、
行
政
文
書
も
各
々
に
作
成
さ

　
　

　

れ
、
各
庄
屋
に
保
管
さ
れ
て
き
た
。
十
連
坊
は
西
条
村

の

一
部
と
考
え
ら
れ
て

い
た
。

慶
長

一
四
年

(
一
六
〇
九
)
「濃
州
安
八
之
新
楡
俣
郷
東
條
村
御
指
出
之
事
」

に
よ
れ
ば

「高
辻
」
と
し
て

一
五
七
〇
石
二
斗
八
升
と
あ
る

(『輪
之
内
町
史
』

一
九
八

一

八
〇
四
頁
)。
元
和
九
年

(
一
六
二
三
)
の
年
貢
指
出
に
は
、
楡
俣

村
分
が
五
四
九
石
五
斗
四
合
五
勺

で
あ
り
、
西
条
村
分
が
四
七
三
石
七
斗
四
升

五
合
二
勺
と
あ
る

(『輪
之
内
町
史
』

一
九
八

一

八
〇
五
頁
)。
寛
永
六
年

(
一

六
二
九
)
の

「楡
俣
村
巳
之
年
免
定
之
事
」
で
は
村
高

一
五
七

一
石
五
斗
五
升

の
う
ち
五
七

一
石
五
斗
七
升
九
合
が

「高
不
足
」
と
さ
れ
て
い
る

(『輪
之
内

町
史
』

一
九
八

一

八
〇
五
ー
八
〇
六
頁
)。
こ
の
高
不
足

つ
い
て
、
西
脇
康

は

延
宝
四
年

の

「人
別
帳
」
に

「是

ハ
元
和
九
亥
年
岡
田
伊
勢
守
御
縄
入
之
時
、

新
田
之
内

二
入
、
又

ハ
川
欠

二
罷
成
申
候
」
(『輪
之
内
町
史
』

一
九
八
一

八

一

七
-
八
二
九
頁
V
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
「楡
俣
新

田
が
当
村
か
ら

一
村
立

ち
し
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た
」
と
し
て
い
る

(西
脇

一
九
八
二
a

五
三
頁
)。
ま
た
、
成
松
佐
恵
子
は
、

延
享

三
年

(
一
七
四
六
)
の

「楡
俣
村
高
反

別
差
出
帳
」
に

「楡
俣
新
田

へ
高

御
入
被
成
、
本
村
高
不
足

二
被
成
候

二
付
、
今
以
地
不
足
故
、
年
々
地
不
足

二

御
定
被
下
」
と
あ
り
、
楡
俣
新
田
分
で
あ
る
と
し
て
い
る

(成
松

二
〇
〇
〇

三
頁
)。

楡
俣
村
は
天
災
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
が
多

か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
天
保
九
年

(
一
八
三
八
)
の

「村
差
出
明
細
書
上
帳
」

に
は

「出
水

之
節

ハ
畑
方
五
町
九

反
五
畝
弐
拾
七
歩
水
下

二
相
成
候
事
」
と
あ

る
と
と
も
に
、
「当
村
田
方

天

水
場

二
て
照
続
候
得

ハ
旱
損
仕
候
」
と
も
あ

る

(『輪
之
内
町
史
』

一
九
八

一

八
六
八
頁
)。
輪
中
集
落

で
あ
る
楡
俣
村

は
、
洪
水

の
被
害

を
こ
う
む
る
可
能

性
が
高
か

っ
た
の
は
勿
論

で
あ
る
が
、
輪
中
上
郷

で
あ
り
、
水
利
を
天
水
に
よ

っ
て
い
た
た
め
干
害
を
も
こ
う
む

っ
た
の
で
あ
る
。

　
ア

　

楡
俣
村
は
枝
村
と
し
て
西
条
村
を
含

ん
で

い
た
が
、
本
村
と
し
て
の
楡
俣
村

も
村
方
騒
動

に
よ
り
分
裂
を
し
て
い
る
。
承
応
三
年

(
一
六
五
四
)
に
年
貢
算

用
仕
法
を
め
ぐ
る
村
方
騒
動
が
お
こ
り
、
上
組
と
下
組
に
分
か
れ
る
。
上
組

の

源
蔵
が
庄
屋
と
な

っ
て
、
独
立
し
た
村
政
を

お
こ
な
う
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
元

禄

一
六
年

二

七
〇
三
)
の
村
方
騒
動

に
よ

っ
て
下
組

か
ら
中
組
が
分
裂
し
、

　
　

　

各

々
に
庄
屋
が
置
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
幕
末
期

の
文
書
に
は
西
条
村

の
庄
屋

を
含
め
、
四
名
の
庄
屋
が
連
名
す
る
も
の
も
見
ら
れ
る
。

「楡
俣
村
」
と
い
う
表
現
に
は
、
枝
村
の
西
条
村

に
対
す
る
本
村
と
し
て
の
楡

俣
村
を
指
す
場
合
と
、
楡
俣
村

・
西
条
村

・
十
連
坊
を
含
ん
だ
近
世
行
政
単
位

と
し
て
の
楡
俣
村
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
注
記
が
な
い
限
り
前
者

の
本
村
と
し

て
の
楡
俣
村

の
意
味
と
し
て
使
用
す
る
。

四

戸
口
資
料
の
残
存
状
況

楡
俣
村

の
棚
橋
家
文
書

に
は
、
宗
門
改
帳

・
人
別
帳
な
ど

の
戸

口
資
料
が
江

戸
時
代
初
期
か
ら
幕
末
ま
で
残
存
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち

一
七
世
紀
に
は

一
四

冊
の
戸
口
資
料
が
残
存
し
、
そ
の
後
約
百
年

の
欠
年
が
あ

っ
て

一
八
世
紀
末
か

表1楡 俣村戸口資料表題

和 暦 西暦 史料表題

寛永15 1638 安八郡楡俣村宗門改帳

寛永21 1644 安八郡楡俣村五家組井宗門改帳(A帳)

正保3 1646 安八郡楡俣村五家組井宗門改帳(B帳)

正保3 1646 安八郡楡俣村五家組井宗門改帳

慶安2 1649 濃州安八郡楡俣村五家組井宗門改帳

万治2 1659 安八郡楡俣村五家組井宗門改帳

万治3 1660 安八郡楡俣村五家組拜宗門改帳

寛文1 1661 濃州安八郡楡俣村五家組井宗門改帳

寛文3 1663 〔楡俣村五家組宗門改帳〕

寛文5 1665 安八郡楡又村五家組井宗門帳(A帳)

寛文5 1665 安八郡楡俣村五家組井宗門帳(B帳)

寛文5 1665 濃州安八郡楡俣村五家組井宗門改帳(雛 型)

寛文9 1669 濃州安八郡楡俣村宗門改之帳

天和4 1684 濃州安八郡楡俣村人別帳

寛政8 1796 東本願寺宗美濃国安八郡楡俣村当辰年宗門人別御改帳

ら
は
ほ
ぼ
欠
年

な
く
宗
門
人
別

帳
が
残
存
す
る
。

(表

1
)
本

稿

で
は
、

一
七
世

紀

の
戸
口
資
料

を
中
心

に
分
析

を
加
え
る
。

一

七
世
紀

の
宗
門

改
帳
は
成
立
期

に
あ
た
る
こ
と

か
ら
希
少

で
あ

る
こ
と
は
言
う

ま
で
も
な
く
、
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キ
リ
シ
タ
ン
取
締
り
を
考
え
る
上
に
も
貴
重
な
資
料

で
あ
る
。
ま
た
、
家
制
度

の
成
立
は
近
世
初
期
か
ら
中
期
に
な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
近
世
初
期

に
お
け
る
宗
門
改
帳

の
分
析

は
不
可
欠
な
も

の
で
あ

る
と
言
え
よ
う
。
楡
俣
村

の
宗
門
改
帳
に
関
す
る
分
析
は
、
高
牧
實

(高
牧

一
九
七
三
)
、
西
脇
康

(西

脇

一
九
八
二
a
、

一
九
八
二
b
、

一
九
八
五
)、
大
島
真
理
夫

(大
島

一
九
九

三
)
に
よ

っ
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

高
牧
は
複
合
家
族
か
ら
直
系
小
家
族

へ
の
展
開
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目

指
し
、
美
濃
国
の

一
事
例
と
し
て
楡
俣
村
の
宗
門
改
帳
を
分
析
し
て
い
る
。

一

七
世
紀
の
宗
門
改
帳
に
見
ら
れ
る
下
人
は
人
格
的

に
従
属
し
て
い
る
が
家
役
を

負
担
す
る
本
百
姓
で
あ
る
と
し
て
い
る

(高
牧

一
九
七
三

一
七
八
頁
)。
ま

た
、
分
割
相
続
等
に
よ
り
別
経
営
を
し
て
い
る
者
も
複
合
家
族

の
構
成
員
と
な

っ
て
い
た
と
し
て
い
る

(高
牧

一
九
七
三

一
七
九
頁
)。
さ
ら
に
正
保
三
年

(
一
六
四
六
)
の
宗
門
改
帳
と
天
和
四
年

(
一
六
八
四
)
の
人
別
帳
と
を
比
較
し

て
、
血
縁
家
族

の
員
数

の
減
少
、
複
合
家
族

か
ら
直
系
小
家
族

へ
の
変
化
、

一

年
季
奉
公
人

の
増
加
を
捉
え
て
大
き
な
家
族
構
成

の
変
動
が
あ

っ
た
と
し
て
い

る

(高
牧

一
九
七
三

一
九
七
頁
)。

西
脇

(西
脇

一
九
八
二
a
、

一
九
八
二
b
、

一
九
八
五
)
は
近
世
前
期

の
楡

俣
村

の
村
落
構
造
と
支
配

の
関
係
を
究
明
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
そ

の
た
め
宗
門
改
帳
だ
け
で
な
く
、
他

の
文
書
も
使
用
し
て
分
析
を
進
め
て
い
る
。

楡
俣
村
の
村
落
構
造
を
特
徴
付
け
て
い
る
の
は
何
人
分
か
の
年
貢
を

一
名
が

一

括
納
入
す
る

「内
付
」
関
係

で
あ
る
と
し
、

こ
の
よ
う
な
関
係
が
宗
門
改
帳

の

複
合
家
族

の
記
載

の
前
提
と
な

っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る

(西
脇

一

九
八
二
a

六
二
頁
)。

大
島
は
正
保
三
年

の
記
載
が
異
な
る
二
冊

の
宗
門
改
帳
に
注
目
し
て
、
そ
れ

が
農
民
把
握

の
原
理

の
違

い
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
し
た
。
族
縁
的
小
共
同
体

や
複
合
家
族
を
中
世
末
か
ら
の
残
存
と
し
て
考
え
る
の
で
は
な
く
、
近
世
初
期

の
夫
役
制

の
も
と
で
形
成
さ
れ
石
高
制

へ
の

一
元
化

の
中
で
解
体
し
た
の
で
は

な
い
か
と
い
う
仮
説
を
提
示
し
て
い
る

(大
島

一
九
九
三

八
○
頁
)。

五

表
題
の
変
化

宗
門
改
帳

の
表
題

の
分
析

は
、
宗
門
改
帳
を
分
析
す
る
上
で
基
礎
的
な
作
業

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
宗
門
改
帳
の
表
題

に
つ
い
て
検
討
す
る
。
表

1
は
楡
俣
村
に
残
存
す
る
寛
政

八
年

(
一
七
九
六
)
以
前

の
宗
門
改
帳

の
表
題

リ
ス
ト
で
あ
る
。
寛
永

一
五
年

(
=
ハ
一二
八
)
の
表
題
は

「安

八
郡
楡
俣
村
宗

門
改
帳
」
と
な

っ
て
い
る
が
、
寛
永
二

一
年

(
一
六
四
四
)
に
は

「
安
八
郡
楡

俣
村
五
家
組

井
宗
門
改
帳
」
と
変
化
す
る
。
こ
の
変
化

は
、
寛
永
二

一
年
に
新

た
に
五
家
組
帳

の
機
能
が
加
わ

っ
た
と
い
う
の
で
は
な
い
。
寛
永

一
五
年

の
記

載
単
位
は

=

壱
家
」
と
表
記
さ
れ
、
そ
の

「壱
家
」

の
後
に
は
、

右
八
左
衛
門
家
内
人
数
宗
門
、
此
書
立
之
通
相
違
無
御
座
候
、
下
人
置
替

於
申

二
は
、
其
当
座

二
宗
旨
を
改
、
頼
候
坊
主
之
手
形
を
取
、
指
上

ヶ
可

申
候
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と

い
う
文
言
が
あ
る
。
そ
し
て
、
五
家
組

の
後

に
は
、

右
五
家
組
中
若
徒
者
御
座
候

か
、
何

二
て
も
御
法
度
相
背
候
者
御
座
候
二

お
ゐ
て

ハ
、
組
中
自
可
申
出
候
、
若
見
隠
し
置
候

ハ
・
、
当
人
之
義

は
不

及
申

二
、
組
中
曲
事

二
可
被
仰
付
候

八
頁
)、
寛
永

一
一
年

(
一
六
三
四
)
「
安
八
郡
楡
俣
村
五
人
組
法
度

請
書
」

(『岐
阜
県
史
』
史
料
編
近
世
九

一
九
七
三

四
八
九
ー
四
九
〇
頁
)
が
残
存
し
て

い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
に
は
宗
門
改
め
に

つ
い
て
の
記
載

は
な
い
。
し
か
し
、

寛
永

一
八
年

(
=
ハ
四

一
)
「安
八
郡
楡
俣
村
五
人
組
帳
」
(『岐
阜
県
史
』
史
料

編
近
世
九

一
九
七
三

四
九
三
頁
)
に
は
、

近世初期における宗門改帳の記載様式

と
し
て
家
主
の
名
前
と
印
判
が
あ
る
。
さ
ら

に
そ
の
後
に
は
、

右
五
家
中
宗
門
、
拙
僧
共
旦
那
相
違
無
御
座
候

二
付
、
判
形
仕
候

と
旦
那
寺
と
印
判
が
あ
る
。
最
後
に
、

右
今
度
五
家
組
井
宗
門
御
改

二
付
、
此
帳
面

二
書
上

ヶ
申
通

二
御
座
候
、

吉
利
支
丹
宗
門
は
壱
人
も
無
御
座
候
、
吉
利
支
丹
宗
門
之
者
見
聞
次
第

二

申
上
候

ハ
・
、
御
褒
美
可
被
下
候
由
、
奉
得
其
意
候
、
此
以
後
他
所
よ
り

入
人
在
之

二
お
ゐ
て

ハ
、
宗
旨

ヲ
も
改
組

へ
入
、
重
て
証
文
指
上

ヶ
可
申

候

と
し
て
、
「五
家
組
井
宗
門
御
改
」
と
し
て

い
る
。

楡
俣
村

の
五
家
組

に
関
し
て
は
、
寛
永

七
年

(
一
六
三
〇
)
「安

八
郡
楡
俣

村
五
人
組
請
書
」

(『岐
阜
県
史
』
史
料
編
近
世
九

一
九
七
三

四
八
七
ー
四
八

伴
天
連

・
き
り
し
た
ん

・
門
徒

・
曲
者
壱
人
も
無
御
座
候
、
村
中
之
男
女

不
残
其
宗
門

ヲ
書
付
、
旦
那

・
ね
き

の
う
ら
判

・
う
ら
手
形
別
儀

二
□
上

ケ
候
事

と
あ

る
。
「宗
門

ヲ
書
付
」
と
は
宗
門
改
帳

の
こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、

宗
門
改
め
に
際
し
て
五
家
組
が
強
く
関
与
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
同
時
期

に
五
人
組
帳
が
作
成
さ
れ
て
お
り
、
宗
門
改
帳
と

の
区
別

は
あ

っ
た
と
思
わ
れ

る
が
、
寛
永

一
五
年

「安
八
郡
楡
俣
村
宗
門
改
帳
」

に
五
家
組

の
要
素
が
濃
く

反
映
し
て
い
る
こ
と
か
ら
宗
門
改
め
の
主
体
が
五
家
組

で
あ

っ
た
こ
と
を
う
か

が
わ
せ
る
。
寛
永

一
五
年

の
宗
門
改
帳

の
実
態
が
寛
永
二

一
年
か
ら
の

「安
八

郡
楡
俣
村
五
家
組

井
宗
門
改
帳
」
と
い
う
表
題
と
な

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
寛

永
二

一
年
以
降
は
、
寛
文
五
年

(
一
六
六
五
)
ま
で

「
五
家
組

井
宗
門
改
帳
」

と
い
う
表
題
と
な

っ
て
い
る
。
表
題
に
つ
い
て
は
、
同
時
期
に
お
け
る
他
の
地

域

の
検
討
を
要
す
る
。

寛
文
九
年

(
一
六
六
九
)
に
は

「濃
州
安
八
郡
楡
俣
村
宗
門
改
之
帳
」
に
変
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更
さ
れ
る
。
し
か
し
、
寛
文
五
年
と
寛
文
九
年
の
帳
面

の
記
載
に
違

い
は
ほ
と

ん
ど
な
い
。
寛
文
九
年

の
帳
面
も
そ
れ
以
前

と
同
様
に
五
家
組
ご
と
に
記
載
さ

れ
て
い
る
。
敢
え

て
相
違
を
指
摘
す
る
と

す
れ
ぽ
、
本
文

の
最
初

の
部
分

に

「吉
利
支
丹
宗
門
御
改

二
付
旦
那
寺
手
形
帳

」
と

い
う
記
載
が
あ
る
こ
と
。
さ

ら

に
、
宛
先
が
名
取
半
左
衛
門

か
ら
杉
田
九
郎
兵
衛
に
変

っ
て
い
る
こ
と
。
こ

の
時
点

で
楡
俣
は
幕
府
直
轄
地

で
あ
り
、
宛

先
は
代
官
で
あ

っ
た
。
表
題
が
寛

文
九
年

(
一
六
六
九
)
に
変
化
す
る
こ
と
は
、
杉
田
九
郎
兵
衛
が
代
官
と
な
る

こ
と
と
対
応
し
て
い
る
。

帳
面

の
変
化

と
い
う
意
味

で
は
、
天
和

四
年

(
一
六
八
四
)
「濃
州
安

八
郡

楡
俣
村
人
別
帳
」

の
影
響
が
大
き
い
。
宗
門

改
帳
と
人
別
帳

は
性
格
を
異
に
す

る
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
戸
口
資
料
と
し
て
比
較
を
し
て
み
る
。
そ

れ
以
前

の
も
の
と
は
違

い
、
天
和
四
年

の
記
載
単
位
は
五
家
組
で
は
な
い
。
ま

た
、
下
人

・
下
女
を

「召
使
」
と
し
て
家
族

と
は
区
別
し
て
記
載
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
相
違
は
、
天
和
四
年

の
人
別
帳

に
始
ま

っ
た
も
の
で
は
な
い
。
確

認
で
き

る
も
の
と
し
て
は
、
西
条
村
西
松
家
文
書

の
中

に
延
宝
四
年

(
■
ハ
七

六
)
「人
別
帳
」

(『輪
之
内
町
史
』

一
九
八

一

八

一
七
-
八
二
九
頁
)
が
あ
る
。

こ
れ
は
楡
俣

・
西
条
両
村
を
対
象

に
し
た
も

の
で
あ
る
。
延
宝

四
年

「人
別

帳
」
は
、
家
主

の
名
前

し
か
記
載
さ
れ
ず
、
他

は
人
数

の
み
が
記
載
さ
れ
て
い

る
。
そ
し
て
、
下
人

・
下
女

の
区
別
も
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
持
高
や
馬
な

ど

の
記
載
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
天
和
四
年

「人
別
帳
」
は
延
宝
四
年

「人
別

　
　

　

帳
」
を
よ
り
詳
細

に
記
載
し
た
も
の
で
あ
る

こ
と
が
分
か
る
。
天
和
三
年

(
一

六
八
三
)
は
代
官
が
甲
斐
庄
四
郎
右
衛
門

に
交
代
し
た
年

で
あ
る
。
石
井
良
助

は
天
和
三
年
に
江
戸

で
人
別
帳

の
制
度
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る

(石
井

一
九
八

一

一
三
七
頁
)。

二
冊
の

「
人
別
帳
」
と
そ
れ
以
前

の
宗
門
改

帳
と
の
違

い
は
、
当
然
作
成
目
的

の
違

い
に
よ
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
以

降

の
帳
面

へ
の
影
響
を
考
え
る
と
、
天
和
四
年

の
人
別
帳

の
存
在
は
大
き
い
と

思
わ
れ
る
。

天
和
四
年
以
降
楡
俣
村

に
お
け
る
戸

口
資
料

は
、
寛
政
八
年

(
一
七
九
六
)

ま
で
残
存

し
な

い
。
寛
政
八
年

の
表
題
は

「東
本
願
寺
宗
美
濃
国
安
八
郡
楡
俣

村
当
辰
年
宗
門
人
別
御
改
帳
」
と
な

っ
て
い
る
。
表
題
は
、
寛
文
九
年

「宗
門

改
之
帳
」
と
天
和
四
年

「人
別
帳
」
を
合
わ
せ
た
も

の
と
な

っ
て
い
る
。
こ
れ

は
、
単

に
表
題

の
問
題
だ
け
で
は
な
く
、
記
載
様
式
に
お
い
て
も
そ
の
影
響
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
。

つ
ま
り
、
記
載
単
位
が

「人
別
帳
」
と
同
様

に
五
家
組

で
は
な
く
、
五
家
組
は

「組
合
」
と
し
て
帳
面
の
最
後

に

一
覧
の
形
で
記
さ
れ

て
い
る
。

　り
　

こ
の
よ
う
な
表
題

の
変
化
は
、

い
つ
お
こ

っ
た
か
は
分
か
ら
な

い
。
枝
村
で

あ

っ
た
西
条
村

の
戸

口
資
料
が
、
安
永

二
年

(
一
七
七
三
)
か
ら
明
治

二
年

(
一
八
六
九
)
ま
で
欠
年

な
く
残
存
す

る
が
、
そ

の
表
題

の
変
化
が
楡
俣
村

の

事
例
を
考
え
る
材
料
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。

一
番
古

い
帳
面

の
表
題

は
、
「美

濃
国
安
八
郡
楡
俣
村
之
内
西
条
巳
年
宗
門
御
改
帳
」

で
あ

る
が
、
安
永

六
年

(
一
七
七
七
)
に
は

「
濃
州
安

八
郡
楡
俣
村
之
内
西
条
酉
年
宗
門
人
別
御
改
帳
」

と
な
る
。
安
永
七
年

(
一
七
七
八
)
は

「濃
州
安
八
郡
楡
俣
村
之
内
西
条
戌
年
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近世初期における宗門改帳の記載様式

宗
門
人
別
御
改
帳
」
で
あ

る
が
、
東
本
願
寺
宗

・
禅
宗

・
浄
土
宗

の
宗
派
別

の

三
冊
と
な
る
。
西
条
村
は
実
質
的
に
は
独
立
村
と
し
て
存
在
し
て
い
る
が
、
支

配

に
お
い
て
は
楡
俣
村

の
枝
村
と
し
て
扱
わ
れ
た
。
そ
し
て
、
行
政
的
に
は

一

つ
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
考
え
れ
ぽ
、
楡
俣
村

の
戸
口
資
料
が

「宗
門
人
別

御
改
帳
」
に
変

っ
た
の
も
安
永
七
年

で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
宝
暦

一
三
年

(
一
七
六
三
)
に
は
大
垣
藩
預
所
に
付
替
え

ら
れ
て
お
り
、
こ
の
変
化
は
大
垣

藩
と
の
関
係

で
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
、
記
載
様
式

に
つ
い
て
は
安

永

二
年
と
安
永
七
年
で
変
化

は
見
ら
れ
な

い
。

六

残
存
年
と
提
出
日

天
和
四
年
は
人
別
帳
で
あ
る
の
で
、
宗
門
改
帳
で
あ
る
寛
永

一
五
年
か
ら
寛

文
九
年
ま
で
に
限
定
す
る
。

こ
の
間

の
戸

口
資
料

の
残
存
間
隔
は

一
定
し
て
い

な
い
。
(表
1
)

棚
橋
家
文
書

に
現
存
す
る
寛
永

一
五
年

(
一
六
一二
八
)
の
宗
門
改
帳

は
、
現

在
発
見
さ
れ
て
い
る
最
初

の
も

の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る

(速
水

一
九
九
七

五
四
-
五
五
頁
)。
前
年
に
は
島
原
の
乱
が
起

こ
り
、
寛
永

一
五
年

に
は
取
締
り

を
強
化
す
る
命
令
が
出
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
キ
リ
シ
タ
ン
取
締
り
を
受
け
て

作
成
さ
れ
た
こ
と
は
想
像
で
き
る
。
寛
永

一
五
年

の
宗
門
改
帳

に
は

「右
今
度

五
家
組

井
宗
門
御
改

二
付
、
此
帳
面

二
書

上

ヶ
申
通

二
御
座
候
」
と
あ

る
。

「今
度
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
宗
門
改
帳
が
初

め
て
作
成
さ
れ
た
こ
と
が
窺

え

る
。

寛
永

一
八
年

「安
八
郡
楡
俣
村
五
人
組
帳
」
に
は
、
「伴
天
連

・
き
り
し
た

ん

・
門
徒

・
曲
者
壱
人
も
無
御
座
候
、
村
中
之
男
女
不
残
其
宗
門

ヲ
書
付
、
旦

那

・
ね
き

の
う
ら
判

・
う
ら
手
形
別
儀

二
□
上

ヶ
候
事
」

(『岐
阜
県
史
』
史
料

編
近
世
九

一
九
七
三

四
九
三
頁
)
と
あ
る
。
こ
の
文
面
か
ら
は
、
宗
門
改
帳

が
毎
年
作
成
さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
。
寛
永

一
八
年
あ
る
い
は

寛
永

一
九
年

の
宗
門
改
帳

は
現
存
せ
ず
、
寛
永
二

一
年
の

「
五
家
組
井
宗
門
改

帳
」
が
現
存
し
て
い
る
。

正
保
三
年

の

「五
家

組

井
宗
門
改
帳
」

に
は
、
「吉
利
支
丹
宗
門
之
義
、

年
々
御
改

二
付
、
下
人
以
下
召
抱
候

こ
も
堅
相
改
候
故
、
不
慥
成
者
壱
人
も
無

御
座
候
、
只
今
も
御
改
之
上
、
旦
那
坊
主
之
判
形
取
、
指
上

ヶ
申
候
」
と
あ
る
。

宗
門
改

め
を

「年
々
」
お
こ
な

っ
て
お
り
、
「不
慥
成
者
」
は
お
ら
ず
、
今
回

の
改
め
で
も
旦
那
寺

の
判
形
を
と

っ
て
い
る
こ
と
を
述

べ
て
い
る
。
慶
安
二
年

の

「五
家
組

井
宗
門
改
帳
」

に
は

「宗
門
之
義
年
々
御
改

二
付
、
不
慥
成
者
無

御
座
候
故
、
只
今

ハ
旦
那
坊
主
之
判
形
為
被
仕
上

ヶ
不
申
。
若
無
念

二
改
以
来

知
れ
申
候

者
拙
者
共
曲
事

二
可
被
仰
付
候
」
と
あ

る
。
こ
こ
で
も

「宗
門
之

義
」
が

「年
々
」
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
万
治
二
年

に
お
い
て

も

「吉
利
支
旦
宗
門
之
儀
年
々
御
改

二
付
」
と
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
記

載
か
ら
は
宗
門
改
め
が
毎
年
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
帳
面

の
作
成

・

提
出
が
毎
年
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
と
は
断
定
で
き
な
い
。
万
治
三
年

の
帳
面
に

つ
い
て
も
吉
利
支
丹
宗
門

に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
宗
門
改
帳
を
毎
年

作
成
す
る
か
ど
う
か
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
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寛
文
元
年
に
は

「
右
五
家
五
人
組
合
来
利
支
丹
宗
門
御
改
被
成
候
。
亥
年
御

打
入
之
砌
も
宗
門
御
吟
味
被
仰
付
候
。
此
度

も
又
召
抱
之
下
人
以
下
迄
堅
相
改

申
候
通

二
面
々
旦
那
坊
主
之
判
形
を
取
指
上

ヶ
申
候
」
と
あ

る
。
「亥
年
」
と

は
二
年
前

の
万
治
二
年
で
あ
り
、
寛
文
元
年

は
二
年
ぶ
り
の
宗
門
改
帳

の
作
成

で
あ

っ
た
こ
と
が
分

か
る
。
万
治
三
年
に
つ
い
て
は
、
五
家
組
の
定
が
写
さ
れ
、

そ
の
後

に

コ

打
」
ご
と
に
人
名
が
並
ぶ
。

寛
文
三
年
に
は

「宗
門
御
改
之
儀
者
寛
文

元
年
丑
年
仕
上
候
帳
面
旦
那
寺
之

判
形
取
上
申
通
、
今
以
少
し
も
相
違
無
御
座

候
」
と
あ
る
。
寛
文
三
年

に
は

一

人

一
人
の
旦
那
寺

は
記
載
さ
れ
て
い
な

い
。

し
か
し
、
寛
文
元
年

の
帳
面
と
旦

那
寺
は
違
わ
な
い
と
書
か
れ
て
い
る
。
寛
文

元
年
に
準
拠
し
て
寛
文
三
年
の
帳

面
が
作
成
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
時

期
に
は
、
宗
門
改
帳
が
毎
年
作
成

さ
れ
て
は
い
な
か

っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

寛
文
五
年
に
は

「吉
利
支
丹
宗
門
御
改
被

成
候
。
度
々
御
吟
味
被
仰
付
候

へ

共
、
弥
無
断
絶
様

二
召
抱
候
下
人
以
下
迄
堅
相
改
申
通
、
面
々
旦
那
坊
主
之
判

形
取
指
上

ヶ
申
候
」
と
あ

る
。
「無
断
絶
様

二
」
は
毎
年

お
こ
な
う

こ
と
を
命

じ
た
と
も
読
め
る
が
、
寛
文
四
年

(
一
六
六
四
)

=

月

の
幕
令
を
見
る
と
、

「耶
鯀
宗
門
御
制
禁
た
る
と
い

へ
と
も
、
密

々
弘
之
族
有
之
と
相
見
候
、
い
ま

た
断
絶
無
之
条
、
向
後
は
遂
穿
鑿
候
役
人
を
定
、
常
々
無
油
断
家
中

并
領
内
改

之
」
(『御
触
書
寛
保
集
成
』

一
九
七
六

六
三
二
頁
)
と
あ
り
、

キ
リ
シ
タ
ソ
が

根
絶
し
な

い
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
寛
文
五
年

の
文
面
か
ら
は
吟
味
を
徹
底
さ

せ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
分
か
る
が
、
宗
門
改
帳
が
毎
年
作
成
さ
れ
た
か
ど

表2楡 俣村宗門改帳提出日

和 暦 西 暦 種 類

寛 永151638

寛 永211644

A正 保
31646B

慶 安21649

万 治21659

万 治31660

寛 文 元1661

寛 文31663

A寛 文
51665

B

寛 文91669

天 和41684

寛 政81796

月

11

4

12

12

2

8

8

8

3

3

4

2

3

日

15

2

16

16

21

15

19

28

う
か
は
不
明
で
あ

る
。
寛
文
九
年

に

つ
い
て
も
同
様
の

記
載
が
あ

る
。

宗
門
改
帳

の
提

出
日
は
、
村
に
よ

り

一
定
し
て
い
る

の
が

一
般
的
で
あ

る

(速

水

一
九

九
七

六

一
頁
)。
表
2
は
、
楡
俣
村
に
お
け
る

一
七
世
紀

の
宗
門
改
帳

の
提
出

日
で
あ
る
が
、
宗
門
改
帳

の
提
出
日
が
統

一
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。

そ
れ
は
月
だ
け

の
不

一
致
で
は
な
く
、
春

・
夏

・
冬
と
季
節
す
ら
異
な

っ
て
い

る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
作
成
年
が
近
け
れ
ぽ
、
提
出
日
も
近
い
か
と
言
え
ぽ
決

し
て
そ
う
で
は
な
い
。

一
七
世
紀
に
お
い
て
提
出
日
に
は
規
則
性
が
見
ら
れ
な

か

っ
た
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
寛
永

一
五
年
か
ら
寛
文
九
年

に
お
い
て
は
、
宗
門
改
め

は
常

に
お
こ
な
う
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
た
が
、
宗
門
改
帳

の
作
成

は
定
期
的

　　
　

な
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
棚
橋
家
文
書
に
お
け

る
寛
文
九
年
ま
で
の
宗
門
改
帳
は
散
逸
し
た
の
で
は
な
く
、
作
成
さ
れ
た
も

の

の
多
く
が
今

に
伝
え
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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七

記
載
単
位

次
に
楡
俣
村
の
宗
門
改
帳
の
記
載
様
式
に
つ
い
て
見
て
み
る
。
本
節
で
は
、

各
帳
面
に
お
い
て
記
載
単
位
で
あ
る

コ

打
」
が
ど
の
よ
う
に
表
記
さ
れ
て
い

る
か
を
比
較
し
て
み
る
。
本
稿
は
記
載
様
式
の
比
較
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ

る
の
で
、
記
載
単
位
を
世
帯

・
家
族
と
し
な
い
で

コ

打
」
あ
る
い
は

「壱

家
」
と
表
記
す
る
こ
と
に
す
る
。
以
下
に

コ

打
」
の
記
載
事
例
を
挙
げ
る
こ

と
に
す
る
。

資
料
A

寛
永

一
五
年

「宗
門
改
帳
」

一
壱
家

本
願
寺
宗
旨
楡
俣
村
了
常
寺
旦
那

印

兵
三
郎

同

印

同
女
房

同

印

同
男
子
藤
十
郎

同

印

同
男
子
権
助

同

印

同
男
子
兵
吉

同

印

同
下
人
次
郎
右
衛
門

同

印

同
下
人
次
郎
吉

資
料
B

正
保
三
年

「
五
家
組
拜
宗
門
改
帳
」
A
帳

一
壱
家

本
願
寺
宗
楡
俣
村
了
常
寺
旦
那

印

百
姓
藤
十
郎

同
断
判

印

同
女
房

同
断
判

印

同
娘
た
ね

同
断
判

印

同
子
兵
吉

本
願
寺
宗
楡
俣
村
慶
正
寺

印

同
下
人
八
蔵

同
断
判

印

同
女
房

同
断
判

印

同
子
石
松

資
料
C

寛
文
九
年

「宗
門
改
之
帳
」

一
壱
家

安
八
郡
楡
俣
村
本
願
寺
宗
了
常
寺
旦
那

甚
十
郎

年
弐
拾
六

同
寺

女
房

年
弐
拾
壱

同
寺

男
子
九
十
郎

年
八
ツ

同
寺

藤
十
郎

年
四
拾
六

同
寺

女
房

年
三
拾
九

同
寺

女
子
た
つ

年
拾
壱

〆
六
人

資
料
D

天
和
四
年

「人
別
帳
」

屋
敷
表
九
間
裏
九
間

四
拾
壱
歳

一
高
拾
七
石
八
斗
六
升

甚
十
郎

三
十
六
歳

し
う
と
肥
後
守
様
御
領
外
渕
村
善
右
衛
門

女
房
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拾
歳

惣
領
手
前

二
罷
有
候

浅
之
介

八
歳

二
女

右
同
断

ま
ん

五
歳

三
男

右
同
断

伝
之
介

召
使
弐
人
内
娚
顛

下
人
市
助
年
三
拾
六
歳
笠
松
御
支
配
所
豊
喰
村
6

一
年
季

二
抱
申
候

下
女
ま
き
年
弐
拾
七
歳
当
村
6
壱
年
季

二
抱
申
候

合
七
人
内
靄

从馬
壱
疋

資
料
E

寛
政
八
年

「宗
門
人
別
御
改
帳
」

家
壱
軒

当
村

高
拾
弐
石
七
斗
八
升
弐
合

一
東
本
願
寺
宗

了
常
寺
旦
那

百
姓
清

八

印

年
五
拾
五
歳

同

女
房

是
ハ
安
八
郡
善
光
村
万
七
娘
廿
壱
年
已
前
縁
付
来
申
候

年
五
拾
壱
歳

忰
幸
右
衛
門

年
廿
九
歳

娘
は
の

年
拾
七
歳

忰
長
三
郎

男
三
人

〆
五
人
内
女
弐
人

年
七
歳

外

馬
壱
疋
栗
毛

壱
人

娘
や
す

是
ハ摂
州
大
坂
米
屋
町
善
兵
衛
方
二奉
公
仕
候

年
拾
九
歳

壱
人

忰
弥
与
吉

是
ハ
同
州
大
坂
上
本
町
美
濃
屋
弥
兵
衛
方
二
奉
公
仕
候

年
廿
三
歳

壱
人

娘
ひ
ち

是
ハ
濃
州
大
垣
御
家
中
大
鳥
笹
右
衛
門
殿
二
奉
公
仕
候

年
廿
七
歳

壱
人

同
か
ね

是
ハ
安
八
郡
勝
村
拾
四
年
已
前
縁
付
遣
申
候

年
丗
五
歳

寛
文
九
年
ま
で
の
記
載
単
位

は
、
コ

」
と
し
て
区
別
さ
れ
る
と
と
も
に
、

「壱
家
」
と
称
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
個
人
名
が
記
載
さ
れ
る
と

と
も
に
、
続
柄
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
続
柄
は
第

一
番
目
に
記
載
さ
れ
た
人
物

(以
後
、
筆
頭
者
と
呼
ぶ
)
に
対
し
て
の
も

の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
筆
頭
者
以
外

の
女
房
や
子
供
に
つ
い
て
は
、
各
々
が
関
係
を
持

つ
者
に
対
し
て
の
続
柄
が
記
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載
さ
れ
て
い
る
。
「女
房
」
「
母
」
な
ど
の
名
前
は

一
貫
し
て
書
か
れ
ず
、
続
柄

に
よ

っ
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
父
に

つ
い
て
は
、
名
前
が
書
か
れ
る
こ

と
も
あ
る
が
、
「
お
や
」
な
ど

の
続
柄

で
記
載
す
る
こ
と
も
見
ら
れ
る
。
旦
那

寺
に
つ
い
て
は

一
人

一
人
に
対
し
て
書
か
れ
る
こ
と
を
原
則
に
し
て
い
る
。
寛

永
一
=

年

の

「
五
家
組
井
宗
門
改
帳
」
に
つ
い
て
は
、
旦
那
寺
が
記
載
さ
れ
て

い
な

い
者

に
つ
い
て
も
寺
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。
寺
印
が
押
さ
れ
て
い
る
の
は

寛
永

一
五
年

・
寛
永
二

一
年

・
正
保
三
年
A
帳

・
万
治
二
年

で
、
各
々
は
個
人

ご
と
に
寺
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。

万
治
三
年

は
、
表
題
が

「五
家
組

井
宗
門
改
帳
」
と
な

っ
て
い
る
が
、

こ
こ

に
は
旦
那
寺
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
五
人
組
帳

の
定
書

の
後

に
書
か
れ
た
も

の
で
あ
り
、
下
書
き
で
あ
る
が
、
宗
門
改
帳

と
し
て
作
成
さ
れ
た
の
か
ど
う
か

不
明
で
あ

っ
て
同
列
に
扱
え
な

い
。

寛
文
三
年
も
旦
那
寺
が
表
記
さ
れ
て
い
な

い
。

こ
の
帳
面
に
は
表
題
が
な
い

が
、

右
楡
俣
村
五
家
組
合
百
姓
中
吟
味
仕
、
少
も
悪
き
者
無
之

二
付
、
組
合
如

斯
御
座
候
。

井
宗
門
御
改
之
儀
者
寛
文
元
年
丑
年
仕
上
候
帳
面
旦
那
寺
之

判
形
取
上
申
通
、
今
以
少
し
も
相
違
無

御
座
候
。
村
中

二
不
審
成
者
宗
門

御
座
候
者
、
早
速
改
御
注
進
可
申
候

ハ
・
、
油
断
仕
、
わ
き
よ
り
申
し
出

候
者
、
村
中
曲
事

二
可
被
仰
付
候
。
其

上
牢
人
又
者
他
所
6
か
け
落
之
者

な
と
抱
置
申
間
敷
候
。
若
筋
目
有
之
、
村

に
有
付
度
と
申

二
お
ゐ
て
慥
成

請
人
を
立
、
御
手
代
衆

へ
御
届
申
上
御
下
知
を
請
可
申
候
。
為
其
庄
屋

・

年
寄
之
判
形
仕
上
申
。
仍
如
件
。

と
あ
り
、
こ
の
帳
面
が
宗
門
改

め
の
機
能
を
持

っ
て
い
る
こ
と
が
述

べ
ら
れ
て

い
る
。
五
家
組
が
宗
門
改
め
の
単
位

で
あ
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
宗
門
改

め
は
寛
文
元
年

の
通
り
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
寛
文
三
年
の
帳
面
に
つ
い

て
は
検
討

の
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

寛
政
八
年

に
つ
い
て
は
、
筆
頭
者

に
旦
那
寺
が
書

か
れ
、
そ
の
女
房

に
は

「同
宗
」
「
〃
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
天
和
四
年

に
つ
い
て
は

「人
別
帳
」
で

あ
る
の
で
、
旦
那
寺

の
記
載
が
な
い
。

人
数

の
集
計
に
つ
い
て
は
、
寛
永

一
五
年
は
総
人
数
し
か
記
載
さ
れ
て
い
な

い
。
寛
永
二

一
年

・
正
保
三
年
A
帳

・
正
保
三
年
B
帳

・
慶
安

二
年

・
万
治
二

年

・
寛
文
元
年

・
寛
文
三
年

・
寛
文
五
年
A
帳

・
寛
文
五
年
B
帳

に
は
五
家
組

の
人
数
と
総
人
数
が
書

か
れ
て
い
る
。
万
治
三
年
は
記
載
単
位

で
あ

る

コ

打
」
の
人
数
と
総
人
数
が
書

か
れ
て
い
る
。
寛
文
九
年
は

コ

打
」
の
人
数
、

五
家
組
の
人
数
、
総
人
数
が
書
か
れ

て
い
る
。
天
和
二
年

・
寛
政
八
年
は

・=

打
」

の
人
数
と
総
人
数
が
書
か
れ
て
い
る
。

下
人

・
下
女

の
区
別
は
、
天
和
四
年

の

「人
別
帳
」
で
な
さ
れ
る
。
天
和
四

年
に
お
い
て
は
、
下
人

・
下
女
が
ど
こ
か
ら
奉
公
に
来

て
い
る
か
も
書

か
れ
て

い
る
。
寛
文
八
年
以
降
の
記
載
は
、
下
人

・
下
女
を

=

打
」

の
合
計
人
数
に

含
ん
で
い
る
。
下
人

・
下
女

に
は
ど
こ
か
ら
奉
公
に
来
た
の
か
、
何
年
季
で
あ
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る
の
か
が
書

か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
記
載
は
下
人

・
下
女

に
限
ら
ず
、
女

房
や
養
子
に
お
い
て
も
な
さ
れ
る
。
ま
た
、

天
和
四
年
に
は
、
持
高

・
馬

の
所

持
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
寛
文
八
年
以
降
も
持
高

・
馬
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

八

壱
家
数
に
つ
い
て

一
七
世
紀
に
お
け
る
楡
俣
村

の
戸
口
資
料

の
壱
家
数

(記
載
単
位
数
)
・
人
数

を
比
較
す
る
。
表
3
は
壱
家
数

・
人
数
を
表

し
、
表
4
は
筆
頭
者
を
示
し
た
も

の
で
あ
る
。
表
4
の

「壱
家
漁
」
は
速
水

に
よ
る
B
D
S
の
家
番
号

の
付
け
方

に
準
じ
た

(速
水

一
九
八
八

四
五
-
四
八
頁
)。
ま
た
、
正
保
三
年

と
寛
文

五
年

は
二
冊

の
帳
面
が
存
在
す
る
の
で
、
表

4
は
以
下

の
通
り
に
表
記
し
た
。

正
保
三
年
に

つ
い
て
は
、
B
帳
に
は
A
帳

の
筆
頭
者
全
員
が
記
さ
れ
て
い
る
の

で
、
B
帳

の
み
に
記
さ
れ
た
筆
頭
者
を

(

)
で
示
し
た
。

一
方
、
寛
文
五
年

に
つ
い
て
は
、
二
冊

の
筆
頭
者
が
全
く
同
じ

で
あ
り
、
特
に
問
題
は
な

い
。

壱
家
数
は
、
寛
永

一
五
年
か
ら
寛
永
一
=

年

に
二
九
家
か
ら
三
三
家

へ
増
加

す
る
。
こ
の
う
ち
、
五
家

に
つ
い
て
は
寛
永

一
五
年

の
み
に
記
載
さ
れ
、
九
家

は
寛
永
二

一
年
か
ら
記
載
さ
れ
る
。
寛
永
二

一
年

か
ら
記
載
さ
れ
る
九
家

の
う

ち
三
家

(壱
家
輪
16
A

・
26
A

・
26
B
)
は
寛
永

一
五
年
に
は
下
人
と
し
て
記
載

さ
れ
て
い
た
も

の
が
、
寛
永
二

一
年
に
は
壱
家
と
し
て
記
載
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
三
家

(壱
家
M
33

・
34
・
35
)
は
い
ず

れ
も
寺
院

で
あ
り
、
寛
永

一
五

年

に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
旦
那
寺
と

し
て
押
印
し
て
い
る
。
寺
院
の
出

現

に
つ
い
て
は
記
載
方
針

の
問
題
で
あ
り
、
新
設
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
残
り
三

表3壱 家数と人数

和 暦

寛永15

寛永21

正保3

慶安2

万治2

万治3

寛文元

寛文3

寛文5

寛文9

天和4

寛政8

西 暦

1638

1644

1646

1649

1659

1660

1661

1663

1665

1669

1684

1796

種 類 壱 家 数

29

33

AI26

BI41

26

22

19

19

18

AI19

BI19

20

39

66

人 数

記 載

151

351

225

266

220

181

111

101

132

215

273

実 数

146

350

224

267

221

216

111

115

102

111

112

134

214

273

家

(
壱

家

恥

30

・
31

・
32
)

に
つ
い
て
は
寛

永

一
五
年
と
の

関
係
が
不
明
で

あ
り
、
寛
永

一

五
年

の
み
に
記

載
さ
れ
た
五
家

と
関
係
が
あ
る

の
か
も
知
れ
な

い
。
西

脇

は

「系
譜
不
明

の
三
名

の
農
民
が
、
ほ
ぼ
入
村
者
と
み
ら
れ
る

(た
だ
し
、
天
和

四
年
の
系
譜
不
明
分
は
除
外
し
た
)
」
(西
脇

一
九
八
二
a

七
九
頁
)
と
し
、
　む
　

加
右
衛
門

(
0
1⊥

N
3
)、
九
郎
左
衛
門

(恥
39
)
、
以
伯

(颱
43
)
を
挙
げ
て
い
る
。

そ
の
う
ち
、
壱
家
恥
39
の
九
郎
左
衛
門
に
つ
い
て
は

「正
保
元
年
に
九
郎
左
衛

門
は
何
ら
か
の
理
由

で
慶
正
寺
を
請
人
に
頼
み
伊
勢
国
員
弁
郡
入
川
村
か
ら
入

村
し
て
き
た
」
(西
脇

一
九
八
二
a

八
○
頁
)
と
し
、
壱
家
颱
31

の
加
右
衛

門

(伊
勢
屋
)
に
つ
い
て
は

「慶
正
寺

の
親
族
と
さ
れ
伊
勢
外
宮

に
関
与
す
る

商
人
が
土
着

し
た
も

の
と
み
ら
れ
る
」

(西
脇

一
九
八
二
a

七
九
頁
)
と
し

て
い
る
。
他

の
者
も
他
村
か
ら
入
村
し
た
可
能
性
も
あ
る
。
あ
る
い
は
、
宗
門

改
帳

の
欠
年
が
あ
り
、
年
齢
記
載
が
な
い
こ
と
か
ら
、
欠
年
の
間

に
名
前
が
変
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表4壱 家筆頭者一 覧 ※正保3年 の()はB帳 のみに記載された筆頭者名 ※壱家Na22の経右衛門と孫右衛門は同一人物

壱家Na 寛永15 寛永21 正保3 慶安2 万治2 万治3 寛文元 寛文3 寛文5 寛文9

oi 八左右衛門 八左衛門 八左衛門 八左衛門 八左衛門 八左衛門 八左衛門 八左衛門

OlA (与左衛門)

oz 兵三郎 藤十郎 藤十郎 藤十郎 助左衛門 助左衛門 助左衛門 助左衛門 助左衛門 甚十郎

03 七郎左衛門 七郎左衛門 七郎左衛門 七郎左衛門 七郎左衛門 七郎左衛門 七郎左衛門 七郎左衛門 彦三郎 彦三郎

03A (又三郎)

04 半兵衛 半兵衛 半兵衛 半兵衛 半兵衛 半兵衛 半兵衛 半兵衛 半兵衛

05 五郎左衛門 五郎左衛門 (五郎左衛門)

06 庄三郎 庄三郎 庄三郎 庄三郎 助太郎 助太郎 助太郎 助太郎 助太郎 三郎右衛門

07 忠三郎 忠三郎 忠三郎 忠三郎 忠三郎 忠三郎 忠三郎 忠三郎 忠三郎 忠三郎

os 次郎左衛門 次郎左衛門 二郎左衛門 次郎左衛門 十蔵 十蔵 十蔵 十蔵 十蔵 十蔵

08A (七右衛門)

09 吉左衛門 権六 権六 権六 新右衛門 新右衛門 新右衛門 新右衛門 新右衛門 新右衛門

io 文四郎 文四郎 文四郎 文四郎 文右衛門 文右衛門 文右衛門 文右衛門 文右衛門 文右衛門

11 太郎兵衛 太左衛門 太郎右衛門 太郎右衛門 太郎右衛門 太郎右衛門 太郎右衛門 太郎右衛門 太郎右衛門 太郎右衛門

11A (長左衛門) 長左衛門 長左衛門

11B 戸市

12 喜兵衛 喜兵衛 喜兵衛 喜兵衛 喜兵衛 彦六 彦六 彦六 彦六 彦六

13 勘七 勘七 勘七 勘七

14 半十郎 半十郎 長太夫 長太夫

15 加兵衛 佐左衛門 佐左衛門 佐左衛門

16 勘右衛門 勘右衛門 勘右衛門 勘右衛門

16A 喜右衛門 (喜右衛門)

16B (久蔵)

17 勘三郎 勘三郎 勘三郎 勘三郎

17A (勘十郎)

18 弥左衛門 弥左衛門

19 伝左衛門 伝左衛門 伝左衛門 伝左衛門

20 甚吉

21 藤右衛門 伝蔵 藤右衛門 藤右衛門

22 源右衛門 源右衛門 経右衛門 孫右衛門

22A (新八)

23 長七 長七 長七 長七

23A (九右衛門)

24 左之助 左之助

25 清十郎

26 五兵衛 五郎右衛門 五郎右衛門 五郎右衛門 五郎右衛門 五郎右衛門 五郎右衛門 五郎右衛門 惣七郎 太郎左衛門

26A 杢右衛門 杢右衛門 杢右衛門 杢右衛門

26B 清蔵 (清蔵)

27 藤左衛門

zs 太兵衛

29 勘四郎

30 長九郎 (長九郎)

31 加右衛門 加右衛門 加右衛門 加右衛門

32 次兵衛

33 了常寺 了常寺 了常寺 了常寺 了常寺 了常寺

33A 加兵衛 加兵衛 加兵衛 加平 加平 加兵衛 加兵衛 加兵衛

39 慶安寺

35 慶正寺 慶正寺 慶正寺 慶正寺 慶正寺 慶正寺 慶正寺

36 (経左衛門)

37 (利兵衛)

38 二郎右衛門 次郎右衛門 市兵衛

39 九郎左衛門 九郎左衛門 九郎左衛門 九郎左衛門 九郎左衛門 九郎左衛門 九郎左衛門 九郎左衛門

40 (介蔵)

41 長右衛門 七郎兵衛 七郎兵衛 七郎兵衛 七郎兵衛 七郎兵衛

42 六右衛門 六右衛門 六右衛門

43 彦右衛門 以伯 以伯 以伯 以伯 以伯

44 平八郎 与左衛門

45 与三右衛門

46 与右衛門
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　お
　

っ
て
確
定

で
き
な

い
の
か
も
し
れ
な
い
。

正
保
三
年

の
宗
門
改
帳
は
二
冊
あ
り
、
壱
家
数
は
異
な
る
。
A
帳
は
二
六
家
、

B
帳
は
四

一
家
で
あ
る
。
壱
家
数
だ
け
が
違

う
の
で
は
な
く
、
人
数
も
違
う
の

で
あ
る
。
壱
家
数
か
ら
見
る
と
、
A
帳

の
記
載
方
針
が
以
降
も
続
く
も

の
と
考

え
ら
れ
る
。
本
節
で
は
、
正
保
三
年
A
帳
を
比
較
対
象
と
し
て
、
B
帳
を
補
足

資
料
と
す
る
。
正
保
三
年
の
二
冊

に
関
す
る
考
察

は
別
稿

に
譲

る
。

寛
永
二

一
年
と
正
保
三
年
A
帳

の
壱
家
数

は
、
三
三
家
と
二
六
家
で
あ
る
。

正
保
三
年

に
壱
家
数
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
B
帳
を
見
る
と
四

一

家
で
増
加
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
筆
頭
者

を
比
べ
る
と
、
寛
永
二

一
年
と
正

保
三
年
A
帳

の
両
方

に
筆
頭
者
と
し
て
登
場

す
る
の
は
二
一二
家

で
あ
る
。
正
保

三
年
A
帳

に
は
筆
頭
者
と
さ
れ
な
い
が
、
正
保
三
年
B
帳

に
筆
頭
者
と
さ
れ
る

者
は
四
家
あ
る
。
寛
永
二

一
年

の
筆
頭
者
で
正
保
三
年
に
見
ら
れ
な
い
の
は
六

家
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
左
之
助

(壱
家
恥
24
)
は
正
保
三
年
A
帳
で
は
太
郎

右
衛
門

(壱
家
恥
11
)
の
下
人
と
し
て
、
正
保
三
年

B
帳
で
は
長
左
衛
門

(壱

家
恥
11
A
)
の
弟
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。
正
保
三
年
に
記
載
さ
れ
て
い
な

い
五
家

の
う
ち
了
常
寺

・
慶
安
寺

・
慶
正
寺

は
、
正
保
三
年
A
帳
で
は
旦
那
寺

と
し
て
押
印
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
了
常
寺

と
慶
正
寺
は
万
治
二
年

に
は
そ
の

名
前
が
見
え
る
が
、
慶
安
寺

に
つ
い
て
は
天
和
四
年
ま
で
名
前
が
見
え
な
い
。

他

の
弥
左
衛
門
と
次
兵
衛
は
正
保
三
年
に
確

認
で
き
な
い
。
寛
永
二

一
年
に
な

く
、
正
保
三
年
A
帳
に
見
ら
れ
る
の
は
二
家

で
あ
る
。

正
保
三
年
A
帳
と
慶
安
二
年

の
壱
家
数
は

二
六
家

で
同
じ
で
あ
る
。
筆
頭
者

も
同
じ
で
変
化
が
な
い
。
こ
こ
か
ら
も
正
保
三
年
A
帳
が
そ
れ
以
降
の
宗
門
改

帳
の
記
載
方
針
に
な

っ
た
こ
と
が
分

か
る
。
慶
安
二
年
と
万
治

二
年
の
壱
家
数

は
二
六
家
か
ら
二
二
家

に
減
少
す
る
。
そ
の
内
訳
は
、
連
続
す
る
壱
家
が

一
七

家

で
、
九
家
が
姿
を
消
し
て
、
五
家
が
新
た
に
加
わ

っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
慶

正
寺

(壱
家
漁
35
)
は
寛
永
二

一
年

の
帳
面
に
壱
家
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
加
兵
衛

(壱
家
恥
33
A
)
に
記
載
さ
れ
て
い
る
了
常
寺
も
や
は
り
寛
永

二

一
年

に
記
載
さ
れ
て
お
り
、
万
治
三
年
か
ら
は
壱
家
と
記
載
さ
れ
る
。

こ
れ

か
ら
も
正
保
三
年

・
慶
安
二
年
に
お
い
て
は
、
寺
を
記
載
し
な
い
と
い
う
方
針

で
宗
門
改
帳
が
作
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
新
た
に
加
わ

っ
た

う
ち
長
左
衛
門

(壱
家
漁
11
A
)
は
正
保
三
年

B
帳

に
お
い
て
壱
家
と
し
て
記

載
さ
れ
て
お
り
、
慶
安

二
年

に
は
次
郎
右
衛
門

(壱
家
恥
38
)
の
弟
と
し
て
記

載
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
万
治
三
年
に
は
了
常
寺

の
弟
と
し
て
記
載
さ
れ
る

が
、
寛
文
九
年
に
な
る
と
壱
家
と
し
て
記
載
さ
れ
る
。
残
り
の
三
家

の
長
右
衛

門

・
六
右
衛
門

・
彦
右
衛
門
に
つ
い
て
は
、
慶
安
二
年

に
見
ら
れ
ず
、
他
村
か

ら

の
入
村
者
で
あ
る
可
能
性
が
高

い
。
慶
安
二
年
か
ら
万
治
二
年
に
姿
を
消
し

た
壱
家
数

は
九
家
と
多
い
。
こ
れ
に
は
、
承
応
三
年

の
村
方
騒
動
に
よ
る
と
こ

ろ
が
大
き
い
。

つ
ま
り
、
源
蔵
を
中
心
と
し
て
上
組
と
下
組

に
分
裂
す
る
。
こ

れ
以
降
、
源
蔵
が
庄
屋
と
な
り
独
立
し
た
村
政
を
お
こ
な
う
こ
と
か
ら
、
宗
門

改
帳
も
別
に
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
に
壱
家
数

の
大
き
な
減

少
が
見
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
寛
文
九
年
ま
で
壱
家
数
は
安
定
す

る
の
で
あ
る
。
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以
上
の
よ
う
な
壱
家
数

の
変
化
に
は
、
家

数
の
増
減
や
村
方
騒
動
な
ど
の
要

因
と
と
も
に
記
載
方
針
が
影
響
し
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
壱
家
を
ど

の

範
囲

で
記
載
す
る
か
が
こ
の
時
期
の
問
題

で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

九

五
人
組
帳

・
役
米
帳

・
免
割
帳

本
節

で
は
五
人
組
帳

・
役
米
帳

・
免
割
帳

と
の
関
係
を
見
る
こ
と
に
す
る
。

寛
永
七
年

(
一
六
三
〇
)
の

「
五
人
組
請
帳
」

(『岐
阜
県
史
』
史
料
編
近
世
九

一
九
七
三

四
八
七
-
四
八
八
頁
)
に
連
名
さ
れ
て
い
る
の
は
三
二
名
で
あ
り
、

そ
の
う
ち
印
判
が
あ
る
も

の
は
二
二
名
で
あ

る
。
他

の
一
〇
名
は
印
判
が
な
く
、

五
家
組
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
な
い
。
寛
永

二

年

(
一
亠登
二
四
)
の

「五
人

組
請
書
」
(『岐
阜
県
史
』
史
料
編
近
世
九

一
九
七
三

四
八
九
ー
四
九
〇
頁
)
に

は
五
三
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
庄
屋
は

一
名
、
五
家
組

に
属
す
る
者

は
三
七

名
で
あ
り
、
そ
の
他
の

一
五
名

は

「誰
々
内

」
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
う
ち
印
判
が
な
い
の
は

一
二
名
で
あ
る
が
、
庄
屋
と
五
家
組
に
属
す
る
者

は

一
二
名
中
七
名

で
あ
る
。
印
判
が
あ
る
者

に
つ
い
て
は
印
を
押
し
た
者
と
花

押
を
記
し
た
者
が
あ
る
。
印
を
押

し
た
者
は
二
四
名
で
あ
り
、
花
押
を
記
し
た

者
は

一
七
名
で
あ
る
。
花
押
を
記

し
た
者

の
う
ち

一
五
名
が
五
家
組

に
属
す
る

者

で
あ
る
が
、
残
り
二
名
は

「源
済
内
」
「
五
郎
右
衛
門
」
と
記
載
さ
れ
た
者

で
あ
り
、
下
人
と
考
え
ら
れ
る
立
場
の
者
で
あ
る
。
下
人
層
が
花
押
を
使
用
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
寛
永

一
二
年

(
一
六
一二
五
)
の

「楡
俣
村
家
数
の
覚
」

(西

脇

一
九
八
二
a

四
ニ
ー
四
三
頁
)
に
連
名

し
て
い
る
の
は
三
〇
名
で
あ

る
。

そ
の
内
訳
と
し
て

「拾
九
人

ハ
本
役
人
、
三
人

ハ
寺
、
弐
人

あ
ら
し
こ
、

一

人

ハ
と
う
う
す

つ
く
り
、
壱
人

ハ
た
は
こ
き
り
、

一
人

ハ
小
あ
る
き
、
弐
人

ハ

は
〉

・
後
家
、
壱
人

ハ
庄
屋
」
(西
脇

一
九
八
二
a

四
ニ
ー
四
三
頁
)
と
記

し
て
い
る
。
「あ
ら
し
こ
」
は
八
左
衛
門
下
人
忠
助
と
五
兵
衛
下
人
吉
蔵
を
指

し
て
お
り
、
下
人

の
こ
と
で
あ
る
。
「
は
〉

・
後
家
」
に
つ
い
て
は
女
性

で
あ

る
こ
と
に
よ
り
、
本
役
人
と
さ
れ
な
か

っ
た
と
考
え
ら
れ
、
本
来
は
二

一
名
が

本
役
人
と
な
る
可
能
性
を
持

っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
寛
永

一
八
年

(
一
六
四

一
)
の

「安

八
郡

に
れ
又
五
人
組
帳
」
(『岐
阜
県
史
』
史
料
編
近
世
九

一
九
七

三

四
九
〇
1
四
九
三
頁
)
に
お
い
て
は
七
五
名
が
連
名
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は

「家
主
」
以
外
に

「男
之
子
」
「
お
や
」
「弟
」
「
ふ
代
」
な
ど
の
続
柄

の
者
が
記

載
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
「家
主
」

は
二
七
名

で
あ
り
、
「男
之
子
」
が
三

六
名
、
「親
」
が

一
名
、
「弟
」
が
四
名
、
「
ふ
代
」
が
七
名
で
あ

る
。

寛
永

一
九
年

の

「役
米
帳
」

に
は
二
六
名
が
記
載
さ
れ
、
各
々
の
持
高
が
記

載
さ
れ
て
い
る
。
西
脇
に
よ
れ
ば

「役
米
帳
は
対
領
主
関
係

で
生
じ
る
公
式
諸

経
費
を
各
農
民

の
所
持
高
に
応
じ
て
賦
課
し
た
帳
簿
で
あ

る
」
(西
脇

一
九
八

二
a

四
五
頁
)
と
し
て
、
寛
永

一
九
年

の
用
途
を
示
し
て
い
る

(西
脇

一
九

八
二
a

四
七
頁
)。
役
米
は
高
割
と
家
割

の
合
計
に
よ

っ
て
決
定
さ
れ
る
。
家

割
は
二
斗
で
あ
り
、
高
割
は
持
高

の
約
七

・
四
パ
ー
セ
ソ
ト
で
あ

っ
た
。
役
米

は
、
高
割
と
家
割
で
課
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
、
出
作
に
対
し
て
は
高
割
分
の
み

が
課

せ
ら
れ
て
い
た
。
寛
永
二
〇
年

(
一
六
四
三
)
「年
貢
帳
」
に
は
出
作

二

名
を
含
む
二
六
名
が
記
さ
れ
る
。
し
か
し
、
寛
永
二

一
年

の

「役
米
帳
」
で
は
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出
作
二
名
を
含
ん
で
二
二
名
と
な
る
。
さ
ら

に
正
保
三
年

の
役
米
帳
で
は
二

一

名
が
、
慶
安
二
年

の

「取
米
」

で
は
二
八
名

、
承
応
二
年

の

「役
米
帳
」
で
は

二
九
名
、
万
治
三
年

の

「免
割
」
で
は
四
三
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
承
応
二

年

の
高
合
計
は
五
二
五
石
八
斗
七
升
で
あ
る

の
に
対
し
て
、
万
治
三
年

の
高
合

計
は
四
二
五
石
八
斗
二
合
で
あ
る
。
高
が

一
〇
〇
石
減
少
し
た
の
は
承
応
三
年

の
村
方
騒
動
に
よ
り
、
上
組
が
分
離
し
た
分

で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
五
家
組
や
役
米
に
よ
る
把

握
が
、
先

に
見
た
宗
門
改
帳
の
壱

家

の
把
握
と
関
連
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想

像
で
き
る
。
ま
た
、
万
治
三
年

の

「免
割
」
に
お
け
る
記
載
が
四
三
名

で
あ
り
、
正
保
三
年

の
宗
門
改
帳
B
帳
に

よ
る
壱
家
が
四

一
家
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
両
者

の
記
載
方
針
が
か
な
り
類
似
し

た
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
実
際
は
高
を
持

っ
て
い
て
も
、
五
人
組
帳
、

役
米
帳
に
お
い
て
は
名
前
が
記
載
さ
れ
て
い
な

い
で
あ
ろ
う
し
、
宗
門
改
帳
で

は
筆
頭
者
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
寛
永

一
二
年

「楡
俣
村
家
数
の
覚
」

(西
脇

一
九
八
二
a

四
ニ
ー
四
三
頁
)
に
お
い
て
記
載

さ
れ
た

「本
役
人
」
を
単
位
と
す
る
方
針

に
よ
り
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
慶
安
四
年

「
に
れ
又
村
家
な
ミ
ノ
覚
」

(西
脇

一
九
八
二
a

四

三
頁
)
で
は

「
本
役
」
が
二
六
名
と
さ
れ
る
が
、
そ
れ
以
外
に
も
役

の
負
担
者

が
記
載
さ
れ
る
。

つ
ま
り
、
「七
分
」
が
三
名
、
「六
分
」
が

一
名
、
「半
」
が

七
名
、
「三
分
」
が
五
名
記
載
さ
れ

て
お
り
、
合
計
四
二
名
が
記
載
さ
れ
る
。

こ
れ
は
、
ま
さ
に
万
治
三
年

の

「免
割
」
に
共
通
す
る
も
の
で
あ
り
、
実
質
的

な
高
持
に
対
し
て
役

の
負
担
が
課
せ
ら
れ
る
と

い
う
変
化
と
し
て
理
解
で
き
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
西
脇
は
こ
の
よ
う
な
状
況
を

「内
付
」
関
係
と
呼
び
、

年
貢

に
つ
い
て

「農
民
に
よ

っ
て
は
納
入
高
が
何
人
分
と
し
て

一
名
が

一
括
し

て
納
入
し
て
い
る
」
(西
脇

一
九
八
二
b

三

一
頁
)
状
況
と
し
て
い
る
。
そ

し
て
、
「
『内
付
』

の
関
係
に
は
、
直
系
親
族

の
親

・
子

・
孫
の
場
合
が
多
く
み

ら
れ
、
な
か
に
は
独
立
し
た
経
営
体
を
も

つ
農
民

(分
家
)
ま
で
も
含
ま
れ
て

い
る
。
(中
略
)
『内
付
』
主
農
民
こ
そ
が
現
実

の
年
貢
納
入
主
体
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
」
(西
脇

一
九
八
二
b

三

一
頁
)
と
し
て
い
る
。

従
来
複
合
家
族
と
し
て
把
握
さ
れ
て
き
た
よ
う
な
単
位
が
、
な
ぜ
宗
門
改
帳

に
記
載
さ
れ
て
い
た
か
を
考
え
る
時
に
、
年
貢
納
入
や
役
負
担
を
中
心
と
し
た

　レ
　

記
載
方
針
の
あ
り
方
を
視
野
に
入
れ
て
考
察
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
逆
に
言
え

ば
、
単
婚
家
族
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
か
ら
と

い
っ
て
、
複
合
家
族
的
な
結

合
が
全
く
な
く
な

っ
た
と
も
断
定
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
記
載
方

針

の
転
換
と
し
て
捉
え
る
と
し
て
も
、
年
貢
納
入
や
役
負
担
と
い
っ
た
支
配
が
、

実
態
的
な
村
落
共
同
体
や
家
族

・
親
族

に
ま

っ
た
く
影
響
を
与
え
な
か
っ
た
と

畠も
考
え
ら
れ
な
い
。

つ
ま
り
、
村
落
内
身
分
は
支
配

の
仕
方
に
よ

っ
て
も
方
向

　あ
　

づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
実
態
が
記
載
様
式
に
影
響
し
て
い
る
と
も
考
え
ら

れ
る
。
記
載
方
針
が
ど

の
よ
う
な
状
況

に
よ

っ
て
な
さ
れ
た
か
の
検
討
が
必
要

で
あ
ろ
う
。
楡
俣
村

の
場
合
、
年
貢
納
入
や
役
負
担

の
単
位

の
変
化
が
宗
門
改

帳

の
記
載
に
大
き
く
関
わ

っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
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近世初期における宗門改帳の記載様式

一
〇

人
数

に

つ
い
て

宗
門
改
帳

の
人
数

に
つ
い
て
検
討
す
る
。
表
3
を
見
る
と
、
寛
永

一
五
年
は

一
四
六
名
と
少
な
く
、
寛
永
一
=

年

は
三
五
〇
名

で
あ
り
、
二
〇
〇
名
以
上
の

増
加
が
見
ら
れ
る
。
六
年
間
で
二
〇
〇
名

の
増
加

は
多

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

壱
家

の
規
模
を
比
較
す
る
と
、
寛
永
二

一
年

に
お
け
る
壱
家
規
模
は
大
き
く
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
寛
永

一
五
年
の
宗
門

改
帳
に
お
い
て
記
載
さ
れ
て
い
な

い
者
が
多
数
あ
る
こ
と
を
予
想
さ
せ
る
。
寛

永

一
五
年
と
寛
永
二

一
年
と
の
不

一
致
者

(表
5
)
の
続
柄
を
見
る
と
、
子

・
娘
な
ど
の
子
供
が
多
数
を
占

め
る

が
、
弟

・
妹
も
多

い
。
ま
た
、
下
人

・
下
女

の
非
血
縁
者
も
多

い
。

表5一 致者 ・不一致者

A

寛永15

寛永21

寛永21

正保3A

正保3A

正保3B

慶安2

万治2

万 治3

寛文元

寛文3

寛文3

寛文5A

寛文5A

寛文5B

寛文9

BBの みAB共

寛 永2143104

正 保3A215135

正 保3B190160

正 保3B16211

慶 安215212

慶 安267203

万治213987

万治312393

寛文 元6107

寛文31998

寛文5A1785

寛 文5B1389

寛 文5B4107

寛 文94170

寛 文93973

天 和49044

Aの み

246

89

108

43

10

22

131

20

10

6

26

24

5

61

61

170

正
保
三

年
は
A
帳

と
B
帳

で

人
数
が
違

う
。
慶
安

二
年
と
の

比
較
か
ら

考
え
る
と
、

A
帳

の
二

二
四
名
が

そ
れ
以
降

の
人
数
と
合
致
す
る
も

の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
の
で
、
正
保
三
年
は
A
帳
を

比
較
の
対
象
と
す
る
。
寛
永
二

一
年
か
ら
正
保
三
年

に
か
け
て
人
数
は

一
〇
〇

名
以
上
も
減
少
し
て
い
る
。
壱
家

の
規
模
を
見
る
と
、
壱
家
数
が
減
少
し
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
規
模
が
縮
小
し
て
い
る
。

こ
こ
か
ら
も
、
寛
永
二

一
年

の
宗
門
改
帳
は
記
載
さ
れ
な
い
人
数
が
少
な
く
、
実
際
に
存
在
し
た
人
数

に
近

い
も

の
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

慶
安
二
年
に
二
二

一
名
、
万
治
二
年
に
二

一
六
名
と
な
り
、
万
治
三
年

に
は

一
=

名
と
な
る
。
万
治
三
年

の
減
少
に
つ
い
て
は
、
承
応
三
年

の
村
方
騒
動

に
よ
る
上
組

の
分
離
が
影
響
し
て
い
る
が
、
万
治
二
年
か
ら
万
治
三
年

の
人
数

の
減
少
は
異
常
と
言
わ
ざ
る
を
え
な

い
。

こ
の
間

の
壱
家
規
模
を
見

て
も
、
万

治
二
年
の
壱
家
は
全
体
的
に
大
き
い
こ
と
が
分
か
る
。
そ
こ
に
は
人
為
的
な
要

素
を
考
え
ざ
る
を
得
な

い
。
万
治
三
年

に
は
支
配
が
岡
田
将
監
か
ら
名
取
半
左

衛
門
に
交
代
し
て
い
る
。
村
側
が
よ
り
少
な
く
申
告
す
る
と
い
う
人
数
の
調
整

を
お
こ
な

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
か
ら
見
れ
ば
、
宗
門
改
帳

の
記
載
が
す
べ
て
の
村
人
を
記
載
し
た
も

の

と
は
限
ら
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
そ
れ
で
は
、
ど
の
よ
う
な
基
準
に
よ
っ
て
記

載
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
先
述
し
た
寛
文

一
五
年
と
寛
文
二

一
年
と
の
不

一

致
者

(表
5
)
の
続
柄
に
子

・
娘

・
弟

・
妹
な
ど
の
年
少
者
が
多

い
こ
と
か
ら

考
え
れ
ば
、
記
載
基
準
の

一
つ
と
し
て
年
齢
が
あ

っ
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

寛
文
元
年

の
宗
門
改
帳

に
は

「十

ツ
6
上
壱
人
も
不
残
宗
門
相
改
申
候
」
と
あ

り
、

一
〇
歳
以
上

分
者
を
改
め
る
よ
う
に
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
寛
文
五
年
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に
な
る
と

「五
歳
6
上
壱
人
も
不
残
宗
門
相
改
申
候
」
と
あ
る
。
ど
ち
ら
も
名

取
半
左
衛
門

の
支
配
下

で
あ

っ
た
が
、
四
年
間
で
宗
門
改
め
の
年
齢
基
準
が
変

更
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
寛
文
五
年

に
は
宗
門
改
帳

の
雛
型
が
作
ら
れ

て
、
年
齢
記
載
を
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
れ
以
前
は
、

宗
門
改
め
の
年
齢
基
準
が
命
じ
ら
れ
て
も
宗
門
改
帳

に
年
齢
記
載
が
な
い
た
め

に
十
分
な
記
載
確
認
が
で
き
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
年
齢
を
偽

る
こ
と
に
よ

っ
て
、
記
載
洩
れ
が
多
く
発
生

し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
宗
門
改

帳

の
記
載

の
徹
底
を
図
る
た
め
に
、
年
齢
を
記
載
さ
せ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。そ

れ
で
は
、
記
載
対
象
と
な
る
年
齢
は
ど

の
よ
う
に
設
定
さ
れ
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
延
宝
四
年

の

「人
別
帳
」
(『輪
之
内
町
史
』

一
九
八

一

八

一
七

ー
八
二
九
頁
)
に
は
筆
頭
者

の
名
前
し
か
記
載
さ
れ
て
い
な

い
。
し
か
し
、
合

計
人
数
と
内
訳
人
数
が
男
女
別

の
人
数
、
下

人

・
下
女

の
人
数
が
書
か
れ
る
と

と
も
に
、
「壱
人
拾
歳

ヨ
リ
内
童
」
と
し
て

一
〇
歳
ま
で
の
子
供
の
人
数
が
区

別
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
寛
政
八
年

「宗
門

人
別
御
改
帳
」
で
は
合
計
人
数
に

お
い
て

「男
百
三
拾
四
人
内
/
七
拾
九
人

拾
五
歳
已
上
六
拾
歳
已
下
/
五
拾

五
人

拾
四
歳
已
下
六
拾
壱
歳
已
上
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
寛
政
八
年

に
は

前
年
か
ら
の
出
生
者
数
や
他
村
か
ら
の
入
村
者
数
も
書
か
れ
て
お
り
、
す
べ
て

の
村
人

の
記
載
が
基
本
と
な

っ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
年
齢
区
分
は
そ
れ
以
前

の
年
齢
記
載
が
な

い
宗
門
改
帳

の
記
載
基
準

と
し
て
存
在
し
て
い
た
可
能
性
が

あ
る
。
寛
永

一
五
年
と
寛
永
二

一
年

の
不

一
致
者

の
続
柄
と
し
て
母
や
祖
母
な

表6年 齢分布

年 齢 層

1-5

6-10

11-15

16-20

21-25

26-30

31-35

36-40

41-45

46-50

51-55

56-60

61-65

66-70

71-75

総 計

寛文5年A 寛 文5年B

男 女

213

516

611

614

818

714

513

1016

411

218

412

312

1

1

63149

寛文9年 天和4年

男

3

5

6

7

10

6

5

10

3

2

4

3

1

65

女

3

5

2

3

7

4

3

5

1

8

2

2

1

46

男

5

4

1ユ

9

12

7

6

10

5

4

7

3

83

女

1

9

4

2

3

5

9

3

1

9

4

1

51

男

5

12

12

12

15

10

20

10

9

6

2

5

3

2

2

125

女

5

6

6

12

13

11

13

4

2

7

4

2

1

1

87

ど

の
高
齢

の
可
能
性

が
高

い
者

が
多
く
見

ら
れ
る
こ

と
は
、
記

載
対
象
者

の
年
齢
は

下
限
だ
け

で
な
く
、

上
限
に
も

あ

っ
た
こ

と
を
予
想

さ
せ
る
。

寛
政
八
年

の
年
齢
区
分

は
、
そ
の
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
表

6

を
見
る
と
、
寛
文
五
年
と
寛
文
九
年

の
年
齢
分
布

で
五
歳
以
下
は
記
載
さ
れ
て

い
な

い
。
さ
ら
に
寛
文
九
年
で
は
六
六
歳
以
上
が
記
載
さ
れ
て
い
な

い
可
能
性

が
高

い
。
寛
文
五
年
B
帳

に
お
い
て
も
、
六
六
歳
以
上
が
二
名
し
か
記
載
さ
れ

て
お
ら
ず
、
実
際
に
い
な
か
っ
た
の
か
、
記
載
し
な
か

っ
た
だ
け
な

の
か
判
断

で
き
な
い
。
ま
た
、
表
6
を
見
る
と
、
男
女
比

の
偏
り
が
見
ら
れ
、
低
年
齢
層

が

か
な
り
少
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
天
和
四
年
が
実
態
に
近

い
よ
う
に
考
え
ら
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れ
る
が
、
検
討
を
要
す
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
状
況
を
見
れ
ば
、
寛
文
元
年
以
前
に
お
い
て
は
、
記
載
す
る
年
齢

基
準

は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
寛
文
元
年

に

一
〇
歳
以
上
を
記
載
す
る
こ
と

が
明
記
さ
れ
た
こ
と
は
、
そ
れ
以
前
に
お
い
て
は
年
齢
基
準
が
あ

い
ま
い
で
あ

っ
た
か
、
あ
る
い
は

一
〇
歳

よ
り
上
で
基
準
が
設
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
考
、兄

ら
れ
る
。
先

に
検
討
し
た
人
数
や
壱
家
規
模

の
大
き
な
揺
れ
は
、

こ
の
よ
う
な

年
齢
な
ど

の
記
載
基
準
が
変
動
し
た
こ
と
に
よ

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。
そ
れ
は
支
配
者

か
ら
の
要
求
と
村

の
記
載
の
実
態

に
よ
る
せ
め
ぎ
合

い
に
よ

っ
て
生
じ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
記
載
基
準

の
あ
い
ま
い
さ

は
、
性
別
や
続
柄
に
お
い
て
も
存
在
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
、兄
ら
れ
る
。
そ

れ
故
、

一
七
世
紀
に
お
け
る
楡
俣
村

の
宗
門
改
帳

の
記
載
は
、
歴
史
人
口
学
的

な
分
析

に
は
適
ざ
な
い
も
の
と
言
え
よ
う
。

し
か
し
、
そ
れ
は
統
計
資
料
と
し

て
は
不
適
当
で
あ

っ
て
も
、
そ
の
記
載
自
体

は
何
ら
か
の
事
実

の
反
映

で
あ
ろ

う
と
思
わ
れ
る
。
資
料
の
揺
れ
自
体
が
、
分
析

の
対
象
と
な
る
と
考
え
る
。

一
一

記
載
年
齢

楡
俣
村

の
宗
門
改
帳

・
人
別
帳
に
年
齢
が

記
載
さ
れ
る
の
は
、
寛
文
五
年
か

ら
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
は
年
齢
が
記
載
さ
れ

て
い
な
い
。
寛
文
五
年

に
は
雛
型

が
残
さ
れ
て
い
る
。

何
郡
何
村
何
宗
何
寺
旦
那

一
壱
家

右
同
断

誰
年
幾
ツ

同

女
房
年
幾

ツ

同

男
子
年
幾
ツ

同

女
子
年
幾
ツ

同

下
人
誰
年
幾
ツ

同

下
女
誰
年
幾
ツ

一
壱
家

右
同
断

誰
右
同
断

一
壱
家

右
同
断

誰
右
同
断

一
壱
家

右
同
断

誰
右
同
断

一
壱
家

右
同
断

誰
右
同
断

〆

こ
の
雛
型
で
は
、
年
齢
が
記
載
さ
れ
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。
雛
型
の

表
紙

に
は

「寛
文
五
年
巳
三
月
日
」
の
日
付
が
あ
る
。
寛
文
五
年

「
五
家
組
井

宗
門
改
帳
」
は
、
雛
型
に
基
づ

い
て
作
成
さ
れ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、

寛
文
五
年
に
は
、
二
冊
の

「
五
家
組
井
宗
門
改
帳
」
が
残
存
す
る
。
A
帳
に
は

「三
月
日
」
、
B
帳

に
は

「卯
月
廿
八
日
」

の
日
付
が
あ
る
。
二
冊

の
記
載
様
式

は
同

一
で
あ
る
。
日
付
か
ら
考
え
る
と
、
雛
型
に
基
づ
い
て
A
帳
が
作
成
さ
れ
、

そ
の
後
何
ら
か
の
理
由
か
ら
B
帳
が
作
成
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
な

ぜ
二
冊
が
作
成
さ
れ
た
か
は
分
か
ら
な
い
。

寛
文
五
年

の
二
冊
に
お
い
て
記
載
年
齢
を
比
較
し
て
み
る
。
寛
文
五
年

の
二
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表7寛 文5年 一致者年齢差・続柄

男 女
年齢差
筆頭者 子 親 弟 甥 叔父下人下人子女房 娘 母 妹 子女房弟女房弟娘 叔父女房下女 下人女房下人娘

総計

一5 1 1

一2 1 1 2

一1 1 1 2

q-

>4':

'=、
_y

、鄲 〒貫 マ{

i≧ず
i,へ

一 ≡ 、
也 、 、 .蓬 一.ｰF?h

-、 墨 ミ㌧

乙 冨 ぎ ご`・ ・

璽響_
苣 一i呷 富- A

_・ 丶.こ 一-廿 ご'

1 1 2 4

4 1 1 1 3

5 1 1 2

総計 19 12 1 12 2 1 14 1 14 4 7 1 1 4 3 1 4 5 1 107

冊
の
帳
面
両
方
に
記
載
さ
れ
て
い

る

の
は

一
〇

七
名

で
あ

る

(表

5
)。
表

7
は
寛
文
五
年

の
二
冊

の
年
齢
差
を
表
し
た
も
の
で
あ
る
。

年
齢
差
は
、

〈
しu
煎
θ
醤
騨
>
1

〈〉
煎

㊦
曾
爨
〉

で
表
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
表

を
見
る
と
±
五
歳
の
範
囲

に
収
ま

っ
て
お
り
、
±
両
方

に
分
布

し
て

い
る
。
同
じ
年
齢
が
記
載
さ
れ
て

い
る
の
は
九
三
名

で
あ
り
、
年
齢

が
異
な
る
の
は

一
四
名
で
あ
る
。

一
歳
の
差
に
つ
い
て
は
、
調

べ
が

三
月
と
四
月
と
い
う
差
に
よ

っ
て

生
じ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
性
別

か
ら
見
る
と
、
男
性
が
八
名

に
対

し
て
女
性
が
六
名

で
あ
る
。
続
柄

も
特
定
の
も
の
に
偏

っ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。

次

に
、
A
帳

・
B
帳
ど
ち
ら
か

表8寛 文5年 不一致者年齢層 ・続柄

年 齢 層

6-10

11-15

21-25

26-30

41-45

46-50

総 計

A帳

下女

1

1

B帳

下 女

1

1

2

総 計

1

1

3

2

1

1

9

男 子

1

1

下 人

1

1

2

弟女房

1

1

2

下人

1

1

講 縫爨lll

難lll謙 難
こ さ ま 作 は が 下 か で て い
れ れ た 成 言 高 女 ら 四 み な
も て'さ う い と 見 名 る い
死 い 男 れ ま 者 い る'。 人

 

亡
等

の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
寛
文
五
年

の
A
帳

・
B
帳

の

年
齢
差
お
よ
び
不

一
致
者
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
数
も
少
な
く
、
意
図

的
な
記
載

の
誤
り
と
は
考
え
に
く

い
。
な
ぜ
寛
文
五
年
に
お
い
て
二
冊

の
宗
門

改
帳
が
作
成
さ
れ
た
か
は
不
明
で
あ

る
が
、
で
き
る
限
り

の
一
貫
性
を
持
た
そ

う
と
し
た
こ
と
が
窺
え
る
。

寛
文
五
年
と
寛
文
九
年

の
記
載
年
齢
を
比
較
す
る
。
寛
文
五
年

に
つ
い
て
は

卯
月
に
調
べ
が
お
こ
な
わ
れ
た
B
帳
を
使
用
す
る
こ
と
に
す
る
。
寛
文
五
年
B

帳
と
寛
文
九
年

に
お
け
る

一
致
者
は
七
三
名
で
あ
る
。
表
9
は

一
致
者
七
三
名

に
つ
い
て
の
年
齢
差
を
表
わ
し
た
も

の
で
あ
る
。
年
齢
差
は
、
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〈
觀
潯
詳
岳
㊦
扣
騨
>
1

〈躙
済
団
曾

bu
煎
δ
岳
騨
〉
ー
ト

に
よ
っ
て
求
め
た
。

つ
ま
り
、
年
齢
差
が
±
○

で
あ
れ
ば
、
通
常
に
加
齢
さ
れ

た
年
齢
記
載
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
表
す
。

マ
イ
ナ
ス
に
な
る
と
若
返
り
が

起
こ
り
、
プ
ラ
ス
に
な
る
と
予
定
さ
れ
て
い
る
以
上
に
老
齢
化
し
て
い
る
こ
と

を
示
す
。
表

9
を
見
る
と
、
年
齢
差

の
範
囲
が
か
な
り
広

い
こ
と
が
分
か
る
。

こ
れ
は
先
述

の
寛
文
五
年
と
比
べ
て
も
か
な
り
大
き
な
差

で
あ
る
。
年
齢
差

が
±
○

で
あ

っ
た
の
は
七
六
名

の
う
ち

一
〇
名
で
あ
る
。
±

一
を
入
れ
て
も
、

二
一二
名
と
非
常
に
少
な
い
。
筆
者

の
同
定
作
業

の
誤
り
か
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
の

結
果
と
な

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
間
隔
が
四
年
し
か
な
い
こ
と
と
、
名
前

・
壱

表9寛 文5年B・ 寛文9年 の年齢 差

男 女
総計年齢差

筆頭者 男子 親 弟 弟男子 下人 女房 女子 母 男子女房弟女房
一17 1 1 2

一14 1 1

一12 1 1

一10 1 1 1 3

一9 1 1

_8 1 1 1 2 5

一5 1 1 3

一4 1 1 1 1 4

一3 2 1 3

一2 1 3 1 1 6

一1 3 1 1 5
¶、β 『 一 冖'一 一

、、 ◎ ∫.
創二一__一_一.

__.2一

,一 一 冖"甲

4 _i
一ヒ冒 一 靼 胃 一

一τ一π コ 誓 ▽マ
.一`ゐ ㌔ら 曲

二τて7
雫 一 iぐ"一

、、

ごこレ`ご.乳

鬩ド凋 一 欄 一

一工.丶 』 、
矗_一 ら_

・二7ゴ
.

_一_-L昌-

i,,一}}

一 ご 、詮 臼 一
.-、 、 、 、

β ぎ』二二 、 筆

-
、
ξi麟=
=}♂ ㌔

1 1 2 3 1 1 8

2 1 1 3 1 6

3 2 2 4

5 1 1 2

7

0
0

01

1

1

1 1

1

3

1

1

13 1 1

14 1 1

16 1 1

17 1 1

総計 18 9 1 13 1 5 13 1 4 1 z 73

家
に
お
け
る
続
柄
な
ど
を
検
討
し
た
上
で
同
定
を
お
こ
な

っ
て
い
る

の
で
、
帳
簿
上

の
同
定

に
は
そ
れ
ほ
ど

の
誤
り
は
な

い
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
れ
ら

の
状
況
を
考
慮
す
れ
ば
、
表
9
に
現
わ
れ
る
年
齢
差
は

大
き
す
ぎ
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
最
大

で

一
七
歳

の
差
が
見
ら

れ
る
が
、

一
世
代

の
差
に
当
た
る
。
ま
た
、
年
齢
差
は
±
○
近
く
に

集
ま

っ
て
い
る
が
、
全
体
的

に
分
散
し
て
い
る
。
続
柄

に
つ
い
て
は
、

寛
文
九
年

の
も

の
を
使
用
し
た
。
続
柄

で
は
、
本
来
最
も
正
確
に
把

握
さ
れ
て
い
る
は
ず
の
筆
頭
者
の
年
齢

に
も
整
合
性
が
見
ら
れ
な
い
。

女
房
は
離
縁

・
再
婚
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
の
で
、
名
前
が
な
い
こ
と

か
ら
同
定

に
か
な
り
な
困
難
を
伴
う
が
、
そ
れ
に
し
て
も
四
年
間

に

お
け
る
年
齢
差
に
し
て
は
大
き
す
ぎ
る
と
思
わ
れ
る
。
表
9
か
ら
は

年
齢
記
載

の
正
確
さ
に
対
す
る
疑
問
が
投
げ
か
け
ら
れ
る
ば
か
り
で

あ
る
。

最
後

に
寛
文
九
年
と
天
和
四
年

の
記
載
年
齢
を
比
較
し

て
み
る

(表
10
)。
寛
文
九
年
と
天
和
四
年

の
間
隔

は

一
五
年
あ
り
、
そ
の
た

め
記
載
者

の
同
定
は
か
な
り
む
ず
か
し
い
。
そ
の
た
め
同
定

で
き
た
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表10寛 文9年 ・天和4年 の年齢差

男 女
年齢差
筆頭者 惣領 親 兄 弟 下人 女房 母

総計

一16 1 1

一14 1 1

一13 1 1

一10 1 1

一5 1 1

一4 1 1

一3 2 1 2 1 6

_2 5 5

一1 1 1

3、 、 _.越 鱈 鍵琴凝
'ミ"蓐 ミ

、 一 葦

覊 、難 、_1. こ一r.

1 1 1 2 4

2 3 1 4

3 2 1 3

5 1 1 2

6 1 1

7 1 1

8 1 1

18 1 1

総計 24 3 2 1 2 1 9 z 44

 

一
致
者
は
四
四
名

で
あ
る
。
年
齢
差
は
、

〈
洲
哲
圖
岳
θ
岳
攀
>
1

〈戡
漏
詳
岳
㊦
岳
蓼
〉
ー
H
㎝

に
よ

っ
て
求
め
た
。
±
○
で
あ
れ
ば
通
常
の
加
齢
を
し
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

対
象
数
が
少
な
い
が
、
年
齢
差
の
範
囲
は
広

い
。
年
齢
差
が
±
○
で
あ

っ
た
も

の
は
四
四
名

の
う
ち
九
名
で
あ

っ
た
。
+
二

を
加
え
て
も
、

一
四
名

に
し
か
な

ら
な
い
。
ま
た
、
筆
頭
者

の
多
く
に
年
齢
差

が
見
ら
れ
た
。

寛
文
五
年

・
寛
文
九
年

・
天
和
四
年

の
年
齢
記
載
に
つ
い
て
見
る
と
、
寛
文

五
年

の
A
帳
と
B
帳

に
つ
い
て
は

一
ヶ
月
程
度

の
間
隔
し
か
な
く
、
年
齢
の
記

載
に

一
貫
性
が
見
ら
れ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
以
降
の
異
な
る
年

の
間
に
お
い
て

は
大
き
な
年
齢
差
が
見
ら
れ
、
記
載
年
齢

の
一
貫
性
が
低

い
。
と
す
れ
ば
、
寛

文
五
年
か
ら
年
齢

の
記
載
が
義
務
付
け
ら
れ
た
が
、
正
確
さ
を
欠
い
た
も
の
で

あ

っ
た
。

し
か
し
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
年
齢
が
違
う
こ
と
は
逆
に
多
く
の
疑
問
を
生
じ

さ
せ
る
。
村
人
の
年
齢

に
対
す
る
認
識
が
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
低

か
っ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
宗
門
改
帳
を
作
成
し
た
と
考
え
ら
れ
る
村
役
人

の
立
場
か
ら
見
れ
ば
、

同

一
時
期

の
文
書
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
な
ぜ
前

の
帳
面
を
参
照
し
て
年
齢

を
調
整
し
な
か

っ
た
の
か
と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
。
年
貢

の
計
算
を
し
て
い
る

村
役
人
に
と

っ
て
は
こ
の
よ
う
な
計
算

は
簡
単
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

一
方
、

宗
門
改
帳
は
支
配
者
に
提
出
さ
れ
て
、
何
ら
か
の
形

で
確
認
が
お
こ
な
わ
れ
る

も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ほ
ど
整
合
性
を
欠
い
た
書
類
で
あ
れ
ば
当
然
大
き
な

問
題
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。
当
然
村
人
は
年
齢
を
ご
ま
か
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

成
人
男
性
に
課

せ
ら
れ
る
役
負
担
を
逃
れ
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
れ

に
対
し
て
支
配
者

は
、
で
き
る
だ
け
正
確
な
調
査
を
お
こ
な

っ
て
村
人
を
把
握

し
よ
う
と
す
る
。
た
だ
し
、
近
世
初
期

の
楡
俣
村
に
お
け
る
役
負
担
者

の
把
握

だ
け
に
限
れ
ば
、
先
に
も
見
た
家
数
覚
や
五
人
組
帳

の
範
囲
で
よ
か

っ
た
の
で

あ
ろ
う
。
そ
れ
が
、
全
村
人

の
把
握

へ
変
化
し
て
い
く
の
は
、
宗
門
改
め
か
ら

の
要
請
で
あ
る
と
と
も
に
、
役
負
担

の
変
化

で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か

し
、
そ
れ
だ
け

で
は
、
年
齢
記
載
が
不
正
確
な
宗
門
改
帳
が
作
成
さ
れ
、
残
存
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し
た
説
明
に
は
な
ら
な
い
。
寛
文
五
年

・
寛
文
九
年

・
天
和
四
年

の
宗
門
改
帳

の
提
出
先

に
つ
い
て
注
目
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

こ
の
時
期

の
楡
俣
村
は
幕
府

直
轄
地
と
し
て
代
官
支
配
を
受
け
る
の
で
あ

る
が
、
寛
文
五
年

は
名
取
半
左
衛

門
、
寛
文
九
年
は
杉
田
九
郎
兵
衛
、
天
和
四
年
は
甲
斐
庄
四
郎
右
衛
門
が
代
官

で
あ

っ
た
。
各
々
の
宗
門
改
帳

の
提
出
先
が
変

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
さ
に

そ

の
こ
と
が

一
貫
性

の
な
い
記
載
年
齢
を
許

し
た
原
因
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

寛
文
九
年

・
天
和
四
年
は
杉
田
九
郎
兵
衛

・
甲
斐
庄
四
郎
右
衛
門
が
代
官
と
な

っ
た
翌
年

に
あ
た
る
の
で
あ
る
。
寛
文
九
年

・
天
和
四
年

の
宗
門
改
帳
は
、
代

官
と
な

っ
た
直
後

に
村
人
の
把
握
を
す
べ
く
作
成

さ
れ
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

そ
し
て
、
不
正
確
な
宗
門
改
帳
は
、
そ

の
提
出
が
毎
年
で
な
か
っ
た
か
、
あ
る

い
は
代
官
所
に
保
管
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
し
て
、
記
載
年
齢

の
引
き
下
げ
と
人
別
帳
に
お
け
る
単
婚
家
族
単
位
に

よ
る
記
載
は
、
記
載
内
容

の
正
確
さ
を
求
め

る
も
の
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
二

印
判

に

つ
い
て

前
節
で
は

一
七
世
紀
の
宗
門
改
帳
は
、
正
確

に
記
載
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
述

べ
た
。
そ
の
よ
う
な
不
正
確
な
記
載
が
通
用
し
た
条
件
と
し

て
、
代
官
に
よ
る
確
認
が
あ
ま
り
徹
底
し

て
い
な
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推

測
し
た
。

寛
永

一
五
年
か
ら
の
宗
門
改
帳
を
比
較
す

る
と
、
初
期
の
も

の
に
印
判
が
あ

る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

一
般
に
村
に
残

る
宗
門
改
帳

に
は
印
判
が
あ
る
も

の

は
少
な
い
。
と
い
う
の
も
、
村
に
残
さ
れ
た
宗
門
改
帳
は
支
配
者
に
提
出
さ
れ

た
正
本

に
対
す
る
控
で
あ
る

(速
水

一
九
九
七

六

一
頁
)
か
ら
で
あ
る
。
し

か
し
、
楡
俣
村
の
寛
永

一
五
年

・
寛
永
二

一
年

・
正
保
三
年
A
帳
の
宗
門
改
帳

に
は
、
筆
頭
者

・
村
役
人

・
旦
那
寺

の
印
が
押
さ
れ
て
い
る

(表
11
)。
作
成

過
程
か
ら
考
え
れ
ぽ
、
印
判
は

「筆
頭
者
↓
村
役
人
↓
旦
那
寺
」
の
順

で
押
さ

れ
、
支
配
者
に
提
出
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
寛
永

一
五
年

・
寛
永
二

一
年

・

表11宗 門改帳の記載内容 ※○は有、△は一部有、×は無

和 暦

寛永15

寛永21

正保3

慶安2

万治2

万治3

寛文元

寛文3

寛文5

寛文9

天和4

寛政8

西 暦 種類

1638

1644

A
1646B

1649

1659

1660

1661

1663

A
1665

B

1669

1684

1796

印 判
年齢

x

X

X

X

X

X

X

X

X

O

O

O

O

O

宛 先

岡田将監

岡田将監

岡田将監

岡田将監

岡田将監

岡田将監

名取半左衛門

名取半左衛門

名取半左衛門

名取半左衛門

名取半左衛門

杉田九郎兵衛

(甲斐庄四郎右衛門)

大垣預役所

寺印

0

0

0

△

X

O

X

x

x

X

X

X

X

X

役人

0

0

0

x

O

O

X

O

O

X

X

X

X

X

筆頭者

0

0

0
×

0

0

0

0

0

x

x

X

X

O

正
保
三
年
A
帳

は
正
本
と
同
じ

で
あ

っ
た
と
言

え
る
。
正
保
三

年
B
帳

に
は
印

判
が
な
い
。
慶

安
二
年

は
筆
頭

者
と
村
役
人
の

印
は
あ
る
が
、

旦
那
寺

の
印
は

な
い
。
と
こ
ろ

が
、
万
治
二
年

に
は
筆
頭
者

・

村
役
人

・
旦
那

寺

の
印
が
あ
る
。
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万
治
三
年

の
も

の
は
ど
ち
ら
か
と
言
う
と
五
家
組
の
指
示
を
村
人
に
徹
底
す
る

意
味
が
あ
る
と
思
わ
れ
、
村
役
人

・
旦
那
寺

の
記
載
が
な
い
の
で
印
は
な
い
。

筆
頭
者

の
印
は
あ
り
、
確
認

の
意
味
が
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

寛
文
元
年

・
寛
文
三
年

は
筆
頭
者
と
村
役
人

の
印
が
あ
り
、
旦
那
寺

の
印

は
な

い
。
た
だ
し
、
寛
文
三
年
に
つ
い
て
は
、
旦
那
寺
の
記
載
自
身
が
な

い
。
寛
文

五
年
以
降

は

一
切

の
印
判
が
な
く
な
る
。

こ
の
よ
う
な
印
判

の
有
無
と
前
節

に
お
け
る
記
載
年
齢
を
考
え
る
な
ら
ば
、

特
に
岡
田
将
監
の
支
配
下
で
は
役
人
の
確
認

は
あ

っ
て
も
帳
面
は
提
出
さ
れ
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
控
で
も
印
判
が
あ
る
も
の

も
見
ら
れ
る
の
で
、
正
本
と
も
控
と
も
考
え

ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
万
治
二

年
を
最
後

に
旦
那
寺

の
寺
印
が
な
く
な
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
村

内

の
旦
那
寺

し
か
押
印
し
な
い
場
合
と
は
違

い
、
複
数
の
村
外
寺
院
と
寺
檀
関

係
を
持

っ
て
お
り
、
控

で
あ

っ
て
も
印
が
あ

れ
ば
そ
れ
が
提
出
さ
れ
た
正
本
と

同
じ
も

の
で
あ

っ
た
と
考
え
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
役
所
で
の
宗
門
改
帳

の
保
管
も
厳
重
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
頻
繁

に
代
官

の
交
代
が
あ
る
が
、
そ

の
折

に
宗
門
改
帳

の
引
継
ぎ
が
厳

密
に
お
こ
な
わ
れ
た
か
ど
う
か
は
疑
わ
し
い
。
特

に
寛
文
二
年

に
は
代
官
名
取

半
左
衛
門
は
陣
屋
を
笠
松

へ
遷
し
た
が
、
そ

の
折

に
宗
門
改
帳
な
ど
が
引
き
移

さ
れ
た
か
ど
う
か
も
問
題

で
あ
ろ
う
。
『輪
之
内
町
史
』

に
よ
れ
ば
、
近
世
初

期
の
楡
俣
村

は

「関

ヶ
原
の
戦

い
の
折
、
愛
知
県
足
助
町
出
身

の
棚
橋
家
が
、

勝
村
で
徳
川
方
の
勝
利

に
貢
献
し
て
こ
の
地

を
賜
り
、
そ
の
後
、
当
村
楡
俣

の

棚
橋
家
を
中
心
に
展
開
す
る
よ
う
に
な

っ
た
」

(『輪
之
内
町
史
』

一
九
八
一

六

三
七
頁
)
と
し
て
い
る
。
支
配
者
が
短
期
間

に
変

っ
た
の
に
対
し
て
、
庄
屋
は

変
ら
な
か

っ
た
こ
と
か
ら
村
方
文
書

は
村
役
人
主
導
で
作
成
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
事
情
も
、
先

に
述

べ
た
文
書

の
あ
り
方
を
も
た

ら
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

=
二

ま
と
め

以
上
、

一
七
世
紀

に
お
け
る
楡
俣
村
の
宗
門
改
帳
の
検
討
を
お
こ
な

っ
た
。

記
載
様
式

の
検
討
を
通
し
て
近
世
初
期
の
宗
門
改
帳
の
性
格
を
検
討
し
つ
つ
、

そ
の
背
景

に
あ
る
村
落

の
状
態
を
推
測
し
た
。
本
稿
に
お
け
る
分
析
を
以
下
に

ま
と
め
る
。

①

宗
門
改
帳

の
表
題
は
、
初
期

に
は

「
五
家
組

并
宗
門
改
帳
」
と
五
家
組

が
主
体
的

に
関
わ

っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
「宗
門
改
帳
」
か

ら

「宗
門
人
別
帳
」

へ
の
表
題

の
変
化
に
は
、
天
和
四
年

の
人
別
帳
が
影

響
し
て
お
り
、
人
別
改
め
の
要
素
が
強
く
な

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

②

残
存
年
と
提
出
日
か
ら
見
る
と
、
宗
門
改
め
は
常

に
お
こ
な
わ
れ
る
こ

と
を
要
求
さ
れ
て
い
た
が
、
宗
門
改
帳
が
毎
年
作
成
さ
れ
提
出
さ
れ
た
か

ど
う
か
は
疑
わ
し
い
。

③

記
載
単
位
で
あ
る

「壱
家
」

の
増
減
は
、
家
数

の
増
減
と

い
う
単
純
な

問
題
だ
け
で
な
く
、
承
応
三
年

の
村
方
騒
動

に
よ
る
分
裂
と
い
う
村
行
政

の
問
題
が
関
係
し
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
要
因
だ
け
で
す
べ
て
を
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説
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
に
は
支
配
者
と
村

の
関
係
か
ら
生
ず

る
と
思
わ
れ
る
宗
門
改
帳
の
記
載
方
針
が
大
き
く
関
係
し
て
い
た
と
思
わ

れ
る
。

④

五
人
組
帳

・
役
米
帳

・
免
割
帳
と
の
比
較

か
ら
は
、

一
七
世
紀

の
宗
門

改
帳

の
記
載
単
位
は
西
脇
が
指
摘
し
た

「内
付
」
関
係
を
反
映
し
た
も

の

と
な

っ
て
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
た
。

⑤

人
数
が
年

に
よ

っ
て
大
き
く
変
化
し

て
い
る
こ
と
が
読
み
と
れ
る
が
、

そ
れ
は
人
口
の
増
減
と
い
う
要
因
だ
け

で
説
明
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な

く
、
宗
門
改
帳

の
記
載
基
準
に
大
き
く
影
響
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
推
測
さ

れ
る
。
記
載
基
準
を
す
べ
て
明
確
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
基
準

の

一
つ
と
し
て
年
齢
が
あ

っ
た
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る
。
記
載
対
象
者

は
全

年
齢

で
は
な
く
、
年
齢

の
上
限

・
下
限
が
あ
り
、
そ
れ
が
年
毎
に
変
更
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
代
官

の
交
代

の
際
に
人
数
が
書
換
え
ら
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

⑥

年
齢
記
載

に
つ
い
て
は
、
寛
文
五
年

以
降

の
宗
門
改
帳
に
見
ら
れ
る
が
、

異
な
る
年
を
比
較
す
る
と
同

一
人
物
に
お
い
て
記
載
年
齢

に
大
き
な
違

い

が
見
ら
れ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
代
官

の
交
代
と
関
係
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。

⑦

印
判

の
変
化
を
見
る
と
、
近
世
初
期

の
宗
門
改
帳
が
村
役
人
主
導

で
作

成
さ
れ
て
お
り
、
代
官

へ
の
提
出
も
厳
密
で
な
か

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

代
官

の
交
代

に
と
も
な
う
宗
門
改
帳

の
引
継
ぎ
は
お
こ
な
わ
れ
て
い
な
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
で
は

一
七
世
紀
に
お
け
る
楡
俣
村

の
宗
門
改
帳
の
分
析
を
通
じ
て
、
宗

門
改
帳
が
ど

の
よ
う
な
資
料

で
あ
る
か
を
検
討
し
て
き
た
。
大
石
や
中
村
は
宗

門
改
帳
の
記
載
単
位
が
家
族
や
世
帯
で
あ

る
の
か
に
疑
問
を
抱

い
た
の
で
あ
る

が
、
楡
俣
村
に
お
け
る

一
七
世
紀
の
宗
門
改
帳
の
記
載
は
実
態
を
表
し
た
も

の

で
あ

っ
た
の
か
ど
う
か
も
心
許
な
い
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
幕
領

で
あ

っ
た

楡
俣
村
に
お
い
て
す
ら
宗
門
改
帳

の
記
載
が
整
合
性
を
欠

い
て
い
た
こ
と
は
、

一
七
世
紀
に
お
け
る
宗
門
改
帳

に
対
す
る
さ
ら
な
る
資
料
批
判
が
必
要

で
あ
る

こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
記
載
内
容

の
検
討
に
お
い
て
は

宗
門
改
帳

に
お
け
る
記
載
の
整
合
性
の
欠
如
は
、
偽
文
書
あ
る
い
は
虚
偽
申
告

を
意
味
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
、
分
析
デ

ー
タ
と
し
て
不
適
当
と
も
考
え
ら

れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
実
態
に
則
さ
な
い
資
料
は
分
析
す
る
価
値
が
な

い
か
と
言
え
ぽ
そ
う
で
は
な

い
。
逆
に
そ

の
よ
う
な
実
態

に
則
さ
な

い
宗
門
改

帳
が
作
成
さ
れ
た
こ
と
こ
そ
が
問
題
と
さ
れ
ね
ぽ
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
も

っ

と
も
楡
俣
村
の
宗
門
改
帳

の
場
合
、
す
べ
て
の
記
載
が
偽
り
で
あ

っ
た
と
は
言

え
な
い
。
人
数
の
食

い
違

い
に
は
記
載
対
象
者

の
年
齢
範
囲
が
影
響
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。
各
々
宗
門
改
帳
に
お
い
て
記
載

の
年
齢
範
囲
が
異
な

っ
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
寛
文
五
年
以
降
は
年
齢
の
記
載
が
お
こ
な
わ
れ
、

宗
門
改
帳
に
よ
り
厳
密
さ
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

つ
ま
り
、
楡
俣
村

の

宗
門
改
帳
も

一
八
世
紀

に
向

か
っ
て
人
別
帳
の
要
素
を
付
加
す
る
こ
と
に
よ

っ

て
厳
密
さ
が
求

め
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
の
よ
う
な
厳
密
さ
が
増
す
こ
と
は
、
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支
配
者
か
ら
見
れ
ぽ
よ
り
正
確
な
人
員
把
握

の
必
要
性
が
生
じ
た
か
ら
と
言
え

よ
う
。
逆
に

一
七
世
紀

に
お
い
て
は
、
村
側

は
支
配
者
に
対
し
て
正
確
な
人
員

把
握
を
拒
否
す
る
方
向
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
支
配
者
と
村
側
の

関
係
が
宗
門
改
帳

の
記
載
と
し
て
表
れ
、

一
七
世
紀

の
整
合
性
を
欠

い
た
も
の

と
な

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
宗
門

改
帳
と
言

っ
て
も
す
べ
て
同
列
に

分
析
デ
ー
タ
と
し
て
扱
う
わ
け
に
い
か
な
い
。
時
期
や
支
配
関
係
に
よ

っ
て
さ

ま
ざ
ま
な
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
持

つ
も

の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ

故
今
後
さ
ら
な
る
比
較
検
討
が
必
要
と
な
ろ
う
。

一
七
世
紀

に
お
け
る
楡
俣
村
の
宗
門
改
帳

に
関
し
て
残
さ
れ
た
課
題
も
あ
る
。

第

一
は
旦
那
寺

に
関
す
る
問
題
で
あ
る
。
宗

門
改
帳

の
分
析
に
お
い
て
旦
那
寺

に
関
し
て
は
あ
ま
り
問
題

に
さ
れ
て
こ
な
か

っ
た
が
、
や
は
り
宗
門
改
帳
は
宗

教
統
制

の
一
環
と
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
以
上
は
こ
の
問
題
を
避
け

て

は
通
れ
な
い
。
特
に
楡
俣
村
に
お
い
て
は
複
檀
家
が
確
認
さ
れ
、

一
七
世
紀

に

お
け
る
資
料

は
非
常

に
貴
重
で
あ
る
。
第
二
は
正
保
三
年

の
二
冊
の
宗
門
改
帳

で
あ
る
。

こ
の
二
冊

の
宗
門
改
帳
は
壱
家
数

・
人
数
な
ど
記
載
内
容
が
異
な

っ

て
い
る
。
宗
門
改
帳
が
何
を
示
し
て
い
る
か
を
考
え
る
上
に
も
重
要
で
あ
る
。

こ
れ
ら
二
点
の
残
さ
れ
た
課
題

に
つ
い
て
は
別
稿
に
お
い
て
論
じ
る
予
定

で
あ

る
。付

記

本
稿
で
使
用
し
た
楡
俣
村
の
資
料
は
棚
橋
家
文
書
で
あ
り
、
現
在
、
岐
阜
県
歴

史
資
料
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
科
学
研
究
費
補
助

金

(創
成
的
基
礎
研
究
費
)
「
ユ
ー
ラ
シ
ア
社
会
の
人
ロ
・
家
族
構
造
比
較
史
研

究
」
(代
表

"
速
水
融
)
に
よ
っ
て
収
集
さ
れ
た
文
書
の
紙
焼
を
閲
覧
し
た
。
現

在
、
紙
焼
は
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
は
二
〇
〇

一
年
四
月
の
国
際
日
本
文
化
研
究

セ
ソ
タ
ー
共
同
研
究
会

「徳

川
日
本
の
家
族
と
社
会
」
に
お
け
る
報
告
を
も
と
に
し
て
い
る
が
、
共
同
研
究
会

に
お
い
て
共
同
研
究
員
の
方
々
か
ら

コ
メ
ソ
ト
を
い
た
だ
い
た
。
論
文
作
成
に
あ

た
っ
て
落
合
恵
美
子
先
生
か
ら
助
言

・
指
導
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
本
稿
の
成

果
は
笹
川
科
学
研
究
助
成
に
よ
っ
て
い
る
。
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
に
謝
意
を
表

す
。

注(1
)

速
水
融
は
、
宗
門
改
帳
作
成
の
原
理
や
記
載
の
書
式
が
藩
に
よ
っ
て
こ
と

な
っ
て
お
り
、
譜
代
大
名
な
ど
の
所
領
替
に
よ
っ
て
変
化
す
る
こ
と
か
ら
作

成
原
理
や
記
載
方
法
が
地
方

の
特
徴
と
言

い
切
れ
な
い
と
述
べ
て
い
る
。

(速
水

一
九
九
七

五
九
頁
)
非
常
に
重
要
な
指
摘
で
あ
り
、
宗
門
改
帳

の
記
載
様
式
を
分
析
す
る
時
に
支
配
領
主
を
視
野
に
入
れ
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。

(2
)

安
良
城
盛
昭

(安
良
城

一
九
五
九
)、
宮
川
満

(宮
川

一
九
五
七
、

一
九
五
九
)
な
ど
が
あ
る
。

(3
)

中
野
卓

(中
野

一
九
六
四
)、
藤
井
勝

(藤
井

一
九
九
七
)
な
ど
が

あ
る
。
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近世初期における宗門改帳の記載様式

(4
)

速
水
融

(速
水

一
九
七
三
、

一
九
九
二
)、
成
松
佐
恵
子

(成
松

一

九
八
五
、

一
九
九
二
)
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
落
合
恵
美
子

(落
合

一
九

九
九
)
は
歴
史
人
口
学
の
展
開
を
ま
と
め
て
い
る
。

(5
)

本
稿
で
使
用
す
る
資
料
で
注
記
の
な

い
も
の
は
岐
阜
県
歴
史
資
料
館
に
寄

託
さ
れ
た
棚
橋
家
文
書
で
あ
る
が
、
分
析
に
あ
た
っ
て
は
国
際
日
本
文
化
研

究
セ
ン
タ
ー
の
E
A
P
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
室
に
保
管
さ
れ
た
紙
焼
を
使
用
し
た
。

(6
)

楡
俣
村
の
文
書
は
棚
橋
家
文
書
と
し
て
岐
阜
県
歴
史
資
料
館
に
寄
託
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
西
条
村
の
文
書
は
西
松
家
文
書
と
し
て
立
教
大
学
図
書
館

と
大
垣
市
立
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

(7
)

枝
村
で
あ
る
西
条
村
の
研
究
と
し
て
は
、
速
水
融

(速
水

一
九
八
八
)、

成
松
佐
恵
子

(成
松

二
〇
〇
〇
)
の
研
究
が
あ
る
。

(8
)

村
方
騒
動
に
つ
い
て
は
、
承
応
三
年

「楡
俣
村
庄
屋
わ
け

一
件
訴
状
」

(『輪
之
内
町
史
』

一
九
八

一

八
八
ニ
ー
三
頁
)、
元
禄

一
六
年

「楡
俣
村

庄
屋
交
替
勤
方
申
上
書
」
(『輪
之
内
町
史
』

一
九
八

一

八
八
四
頁
)
が

あ
り
、
西
脇
の
考
察
が
あ
る

(西
脇

一
九
八
二
b
)。

(9
)

延
宝
四
年
以
前
に
も
楡
俣
村

・
西
条
村
に
お
い
て
各
々
詳
細
な
人
別
帳
が

作
成
さ
れ
、
そ
の
ま
と
め
が
延
宝
四
年

「人
別
帳
」
(『輪
之
内
町
史
』

一

九
八

一

八
一
七
-
八
二
九
頁
)
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

(10
)

ま
た
、
美
濃
国
に
お
け
る

「宗
門
改
帳
」
か
ら

「宗
門
人
別
帳
」

へ
の
表

題
の
変
化
は
、
同
じ
年
に
起
こ
っ
た
も
の
で
も
な
い
。
こ
の
点
に
関
す
る
検

討
が
必
要
で
あ
る
。

(11
)

西
脇
は

「当
村
の
宗
門
帳

の
限
り
に
お
い
て
、
万
治
三
年
に
名
取
半
左
衛

門
長
知
が
郡
代
に
就
任
し
て
か
ら
は
、
改
が
毎
年
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ

た
と
み
ら
れ
、
寛
文
五
年
か
ら
は
構
成
員
の
年
齢
記
載
も
要
求
さ
れ
る
よ
う

に
な

っ
て

い
る
。
」

(西

脇

一
九

八
二

a

四
五

頁
)

と
述

べ

る
。

た
だ

し
、

そ

の
根
拠

に

つ
い

て
は
述

べ
ら
れ

て

い
な

い
た

め

に
、

本
稿

で
は
検

討

が

で

き

な

か

っ
た
。

(
12
)

筆

者

の
検

討

に

よ

れ
ば

、
系

譜

不

明
者

と

考

え

ら

れ

る

の

は
、

壱

家

恥

28

・
31

・
32

・
38

・
39

・
40

・
41

・
42

・
43

・
44

・
45

・
46

の

一
二
家

で
あ

っ
た
。

こ
れ

は
、

西
脇

が

七
冊

の
宗

門

改
帳

を
対
象

と

し
た

こ
と

と
、
壱

家

を
対
象

と
し

て
系
譜

関
係

を
復

元

し

て

い
る

こ
と

に

よ

る
と
思

わ

れ

る
。
筆

者

の
分
析

は
、

個
人
が

前

の
年

に
存

在

し

た

か
ど
う

か
確

認

で
き

な

い
場

合

は
系
譜

関
係

が

不
明

で
あ

る

と
処

理

し

た
。

(13
)

本
稿

で
は
、
確

定

で
き

な

い
も

の

に

つ
い

て
は
不

明

と
す

る

こ
と

を
基

本

と

し
た
。

(14
)

中

村

吉
治

は
検

地

帳

の
家

と

宗

門

改

帳

の
家

が

違

う

こ

と

を
指

摘

し
、

「
封
建

的

小

農

民

と

い
う

よ
う

な

規

定

は
、

だ

か

ら
、
検

地

帳

だ

け

で
、

ま

た

は
宗

門
帳

だ

け

で
、
簡

単

に
で
き

る
も

の

で
な
く

、

二

つ
を
あ

わ

せ

た
上

で
、

さ
ら

に
別

の
面

か

ら
も

考

え

ね
ば

な

ら

ぬ
」

(中

村

一
九

五

九

一

八

二
頁

)

と
述

べ

て

い
る
。

(
15
)

大
島

は

「
村
内

身

分
階

層

の
形
成

と
解

体

、
家

族

形
態

の
変
化

も

、
結

局
、

石
高

制

原
理

の
浸

透
、

全

面
化

の
過

程

で
あ

っ
た
と
言

う

こ
と
が

で
き

る
」

(大

島

一
九

九

三

二
六
頁

)

と
述

べ

て

い
る
。

参
考
文
献

安
良
城
盛
昭

『幕
藩
体
制
社
会
の
成
立
と
構
造
』
御
茶
の
水
書
房

一
九
五
九
。

石
井
良
助

『家
と
戸
籍
の
歴
史
』
創
文
社

一
九
八

一
。
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大
石
慎
三
郎

「江
戸
時
代
に
お
け
る
戸
籍
に

つ
い
て
」
(大
石
慎
三
郎

『近
世
村

落
構
造
と
家
制
度
』)
御
茶

の
水
書
房

一
九
七
六

三
〇
九
-
四
〇
五
頁

(福
島
正
夫
編

『戸
籍
制
度
と

「家
」
制
度
』

一
九
五
九
初
出
)。

大
島
真
理
夫

『近
世
農
民
支
配
と
家
族

・
共
同
体
増
補
版
』
御
茶
の
水
書
房

一

九
九
三
。

落
合
恵
美
子

「家
族
史
の
方
法
と
し
て
の
歴
史
人
口
学
」
(野
々
山
久
也

・
渡
辺

秀
樹
編

『家
族
社
会
学
入
門
-
家
族
研
究

の
理
論
と
技
法
』
)
文
化
書
房
博
文

社

一
九
九
九

=

六
-

一
六

一
頁
。

川
口
洋

「江
戸
時
代
に
お
け
る
人
口
分
析
の
方
法
ー
奥
会
津
地
域
に
お
け
る

『宗

門
改
人
別
家
別
帳
』
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
事
例
と
し
て
ー
」
(『歴
史
地
理

学
』

一
五

一
)

一
九
九
〇

一
六
-
三
三
頁
。

神
谷
智

「『人
的
移
動
』
の
把
握
と
宗
門
改
帳
-
尾
張
藩
を
事
例
と
し
て
ー
」
(利

谷
信
義
ほ
か
編

『戸
籍
と
身
分
登
録
』
〈
シ
リ
ー
ズ
比
較
家
族
七
〉)
早
稲
田
大

学
出
版
部

一
九
九
六
。

岐
阜
県

『岐
阜
県
史
』
史
料
編
近
世
九

一
九
七
三
。

高
木
正
朗

「仙
台
藩
の
人
口
調
査
」
(『地
域
情
報
研
究
シ
リ
ー
ズ
』
三
)

二
〇

〇

一

三
三
-
五
六
頁
。

高
牧
實

『幕
藩
制
確
立
期
の
村
落
』
吉
川
弘
文
館

一
九
七
三
。

高
柳
真
三

・
石
井
良
助

『御
触
書
寛
保
集
成
』
岩
波
書
店

一
九
三
四
。

中
野
卓

『商
家
同
族
団
の
研
究
』
未
来
社

一
九
六
四
。

中
村
吉
治

「検
地
帳

の
家
」
(喜
多
野
精

一
・
岡
田
謙
編

『家
1
そ

の
構
造
分

析
』)
創
文
社

一
九
五
九

一
六
四
-

一
八
七
頁
。

成
松
佐
恵
子

『近
世
東
北
農
村
の
人
び
と
』

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房

一
九
八
五
。

成
松
佐
恵
子

『江
戸
時
代
の
東
北
農
村
』
同
文
館
出
版

一
九
九
二
。

成
松
佐
恵
子

『庄
屋
日
記
に
み
る
江
戸
の
世
相
と
暮
ら
し
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房

二
〇
〇
〇
。

西
脇
康

「近
世
前
期
美
濃
輪
中
地
域

の

『小
農
』
と
村
落
1
幕
領
安
八
郡
楡
俣
村

に
お
け
る
基
礎
的
分
析
1
」
(『岐
阜
史
学
』
七
六
)

一
九
八
二
a

四

一
-

八
二
頁
。

西
脇
康

「近
世
前
期
の
年
貢
算
用
と

『村
』
秩
序
1

『な
ら
し
』
算
用
を
め
ぐ
る

村
方
騒
動
の
分
析
を
通
し
て
ー
」
(『史
観
』

一
〇
六
)

一
九
八
二
b

一

九
-
三
九
頁
。

西
脇
康

「近
世
農
村

の

『家
』
と
家
結
合
ー
美
濃
平
野
部
を
中
心
と
し
て
ー
」

(『歴
史
評
論
』
四
二
八
)

一
九
八
五

五
六
-
六
六
頁
。

速
水
融

『近
世
農
村
の
歴
史
人
口
学
的
研
究
』
東
洋
経
済
新
報
社

一
九
七
三
。

速
水
融

『江
戸
の
農
民
生
活
史
-
宗
門
改
帳
に
み
る
濃
尾
の
一
農
村
』
日
本
放
送

出
版
協
会

一
九
八
八
。

速
水
融

『近
世
濃
尾
地
方
の
人
口

・
経
済

・
社
会
』
創
文
社

一
九
九
二
。

速
水
融

『歴
史
人
口
学
の
世
界
』
(岩
波
セ
ミ
ナ
ー
ブ

ッ
ク
ス
六
五
)
岩
波
書
店

一
九
九
七
。

東
昇

「宗
門
改
帳
の
作
成
-
岡
山
藩
の
宗
門
改
帳
の
変
遷
1
」
(『岡
山
地
方
史
研

究
』
八
二
)

一
九
九
七

一
-

一
〇
頁
。

平
井
晶
子

「家
族
観
の
社
会
史
i
宗
門
改
帳

の
分
析
を
中
心
と
し
て
」
(E
A
P

ワ
ー
キ
ン
グ
ペ
ー
パ
ー
シ
リ
ー
ズ

一
〈
ユ
ー
ラ
シ
ア
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
〉)

一
九

九
六
。

平
井
晶
子

「近
世
に
お
け
る
家
族
観
の
一
試
論
1

『宗
門
人
別
改
帳
』
の
記
載
分

析
を
通
じ
て
ー
」
(『社
会
学
雑
誌
』

一
五

〈神
戸
大
学
社
会
学
研
究
会
〉)

一

九
九
八

一
八
四
1

一
九
九
頁
。
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藤
井
勝

『家
と
同
族
の
歴
史
社
会
学
』
刀
水
圭
旦
房

一
九
九
七
。

正
岡
寛
司

・
藤
見
純
子

・
嶋
暗
尚
子

「近
世
農
民
の
世
帯
と
個
人
の
動
態
的
な
理

解
の
た
め
に
ー
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
・
ア
プ

ロ
ー
チ
の
応
用
1
」
(利
谷
信
義
ほ
か

編

『戸
籍
と
身
分
登
録
』
〈
シ
リ
ー
ズ
比
較
家
族
七
〉)
早
稲
田
大
学
出
版
部

一
九
九
六

七

一
1

=

三
頁
。

松
浦
昭

「史
料

『宗
門
改
帳
』
研
究
序
説
」

(『神
戸
商
科
大
学
創
立
七
十
周
年
記

念
論
文
集
』
)
二
〇
〇
〇

一
〇
九
-

一
二
三
頁
。

丸
山
幸
太
郎

『幕
藩
制
解
体
過
程
の
農
村
-
近
世
美
濃
の
農
業
と
水
の
問
題
1
』

大
衆
書
房

一
九
八
二
。

宮
川
満

『太
閤
検
地
論
』
1
部

御
茶
の
水
童
旦
房

一
九
五
九
。

宮
川
満

『太
閤
検
地
論
』
11
部

御
茶
の
水
書
房

一
九
五
七
。

森
本

一
彦

「宗
門
人
別
帳
の
記
載
様
式
に
関
す
る

一
試
論
」
(『生
活
文
化
史
』
三

九
)

二
〇
〇

一

六
三
-
七
三
頁
。

輪
之
内
町
史
編
集
委
員
会
編

『輪
之
内
町
史
』

一
九
八
一
。

近世初期における宗門改帳の記載様式
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